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序

　史跡払田柵跡は、管理団体の大仙市による環境整備が順調に進み、県内外から

多くの見学者が訪れております。史跡の内容を解明するため調査を継続している

当事務所にとっても、その成果に基づいて整備された史跡公園に地域の方々が集

い、ふるさとの誇りとなっていることは、喜びに堪えないところであります。

　令和４年度は、第10次５年計画（令和元～５年度）の４年次として、真山と

長森の間の沖積地において第156次調査を行い、９世紀末の溝跡とそれが接続す

る河川の位置を確認しました。出土した須恵器系中世陶器の壺は、長森西端部に

ある中世墓地との関係が考えられます。

　また、今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行ったうえで、２年

ぶりに「あおぞら講座・遺跡見学会」を開催し、調査成果を公開することができ

ました。

　関連遺跡の調査は、横手市雄物川町造山地区での調査で奈良時代の竪穴建物跡

を検出し、新たに十足馬場東遺跡の発見となりました。

　さらに、平成29年に出土した第７号漆紙文書について、以前「小勝城」の文

字を発見していただいた近畿大学の鈴木拓也先生から、残っていた断片の接合と

釈読に関する御寄稿をいただきました。ほぼ原形に近い接合をしていただき、先

生には感謝申し上げます。

　本書はこのような調査成果をまとめたものです。様々な機会に御活用いただけ

れば幸いに存じます。

　最後に、発掘調査及び本書の作成にあたって指導、助言を賜りました文化庁文

化財第二課、宮城県多賀城跡調査研究所に感謝申し上げますとともに、史跡管理

団体である大仙市、並びに美郷町、美郷町教育委員会の御協力に対し、厚く御礼

申し上げます。また、関連遺跡の調査では、地権者の方々、造山の歴史を語る

会、横手市、横手市教育委員会より多大な御協力をいただきました。ここに深く

感謝申し上げます。

　　令和５年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県教育庁払田柵跡調査事務所
　　　　　　　　　　　　　　　所　長　　磯　村　　　亨



例　言

１ 　本年報は、秋田県教育庁払田柵跡調査事務所が令和４年度に実施した調査研究事業である、史跡

払田柵跡第156次調査並びに関連遺跡調査及び調査成果の普及と関連活動の成果を収載したもので

ある。

２ 　附編は、第７号漆紙文書の接合及び釈読を継続して研究されている近畿大学文芸学部鈴木拓也教

授から御寄稿いただいたものである。

３　本年報に使用した地形図は、国土地理院発行25,000分の１地形図「六郷」（第１図）である。

４ 　発掘調査及び本年報作成にあたり、史跡払田柵跡調査指導委員である秋田大学名誉教授・秋田県

立博物館名誉館長　新野直吉氏、富山大学名誉教授　黒崎直氏、秋田大学名誉教授　熊田亮介氏、

宮城県教育庁文化財課技術主査　村田晃一氏から指導を賜った。

５　本年報を作成するにあたり、次の方々より御教示をいただいた。記して謝意を表する。

　 　伊藤武士（秋田市立佐竹史料館）　神田和彦（秋田市立秋田城跡歴史資料館）　小松正夫（由理

柵・駅家研究会）　澤谷敬（横手市教育委員会）　島田祐悦（横手市教育委員会）　鈴木拓也（近

畿大学）　髙橋一倫（大仙市太田公民館）　高橋学（雄勝城・駅家研究会）　造山の歴史を語る会

藤原正大（横手市教育委員会）　星宮聡仁（大仙市観光文化スポーツ部）　山形博康（美郷町教育

委員会）

　以上　五十音順、敬称略

６　調査に係る全ての資料は、秋田県教育委員会が保管している。

７　本年報は、当事務所長の指導のもと、谷地薫が作成・編集した。

凡　例

１ 　遺構等の実測図は、世界測地系（測地成果2000）による平面直角座標系第Ⅹ座標系を基準に作成

した。実測図・地形図中の方位は座標北を示し、磁北はこれより７度30分00秒西偏し、真北は０度

10分38秒東偏する。詳細は『払田柵跡調査事務所年報2005』（2006年３月刊）の第３章第３節２を

参照いただきたい。また平成27年度第149次調査の調査杭打設にあたり、平成16・17年度打設の基

準杭とそれ以前に打設した基準杭の水準値について、数十cmのずれが確認された。これは国土地

理院による改測や水準測量原点の変更等、複合的な要因によるものだが、既報告の調査成果に係る

水準値を二次的に使用する際には、補正が必要となる場合があるため、当事務所まで問い合わせ願

いたい。

２ 　断面土層図等の土色の表記は、小山正忠・竹原秀雄『新版標準土色帖』（19版1997年）に拠る。

３　基本層序は、ローマ数字（Ⅰ、Ⅱ･･･）、遺構堆積土はアラビア数字（１、２･･･）で表記した。

４ 　出土遺物のうち酸化炎焼成によるロクロ整形土器については、内面のみ黒色処理のものを内黒土

師器、黒色処理されていないものを土師器と記載した。

５　出土遺物の実測図で須恵器は断面黒塗りとした。

６　遺物観察表中、残存率１/２未満の計測値は（　）で記載した。
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第１章　遺跡の概要

　史跡払田柵跡は、秋田県内陸南部にある横手盆地の北部、大仙市払田・仙北郡美郷町本堂城回に所

在する。ＪＲ奥羽本線大曲駅から直線距離で東方約６㎞、政庁跡中央部の経緯度は、おおよそ北緯 
39度28分06秒、東経140度32分57秒である。

　横手盆地は、県下最大の盆地で、東西約15㎞、南北約60㎞の広さを有し、東側には奥羽山脈がそび

え、西縁は低平な出羽山地によって限られる。盆地を南北に貫流する雄物川は、大仙市花館付近で南

流してきた玉川と合流した後、西北西へ流路を変えて出羽山地を横断、秋田平野へと流下して日本海

に注ぐ。玉川と雄物川の合流点から払田柵跡までは直線距離で約９㎞である。

　奥羽山脈から西に向かって流出する小河川は、盆地東縁に沿って多くの扇状地を発達させている。

払田柵跡は、真昼川によって形成された扇状地と、その南方を流れる釡渕川による扇状地が複合して

形成された千屋扇状地に最も近く、その西の扇状地前延扇状構造低地に立地する。標高35ｍ前後の低

地の中に、細粒凝灰岩を伴う硬質泥岩（女川階吉沢川層）からなる真山、長森、一ツ森の３丘陵があ

り、このうち真山、長森が払田柵跡内に取り込まれている。真山頂上は標高64.7ｍ、長森頂上は標高

53.5ｍである。払田柵跡の北側を川口川、矢島川（烏川）、南を丸子川（鞠子川）が西流している。

　払田柵跡の発見は、明治35・36（1902・03）年の千屋村（現美郷町）坂本理一郎（東嶽）による溝

渠開鑿の際や、明治39（1906）年頃から開始された高梨村（現大仙市）耕地整理事業の際に土中に埋

もれ木があると知られたことが端緒となっている。その後、この埋もれ木について地元の後藤寅之助

（宙外）・藤井東一（甫公）らが注目し、歴史的遺産と理解された。

　昭和５（1930）年３月に高梨村が調査を実施したが、その中心となったのは後藤寅之助であった。

さらに同年10月に文部省嘱託上田三平によって学術調査が行われ、遺跡の輪郭が明らかにされた。

この結果に基づき、昭和６（1931）年３月30日付けで秋田県最初の国指定史跡に指定され、昭和63

（1988）年６月29日付けで史跡の追加指定があって現在に至っている。史跡指定面積は899,380.97㎡

（国土調査後）である。

　払田柵跡周辺においては、昭和48（1973）年に「新農村基盤総合整備パイロット事業」が計画さ

れ、史跡内の農道拡幅・新設・舗装、丘陵の公園化などが計画された。しかし文化庁からは、史跡内

容が未解明であり、許可判断の目安すらない状況であることから、指定地内の現状変更について不許

可方針が示され、同時に県が主体となり史跡内容を確認するため学術調査を継続することが不可欠で

あると指導された。さいわいにも管理団体である仙北村（後の仙北町、現大仙市）及び地域の人々の

深い理解により、史跡指定地内は開発計画から除外され、以後協議を重ねて県・村・国の三者による

役割分担が行われた。第一に秋田県は史跡の実体を解明するため、昭和49（1974）年４月に「秋田県

払田柵跡調査事務所」（昭和61年４月「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）を設置し、計画

的に発掘調査を進める。これは史跡が２つの自治体（旧仙北村及び旧千畑村）に跨がって所在する

点、及び高度な行政判断を伴う専門性を考慮した国の指導である。第二に地元仙北村は、史跡の重要

な箇所を保護するために公有化を進めるとともに、学術的な調査成果に基づいた史跡公園として整備

する。第三に国（文化庁）は、県による学術調査事業及び村による土地公有化・環境整備事業につい
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て、長期的な計画として指導するとともに、国庫補助事業として承認する。このように、地元自治体

により公有化された史跡の重要箇所が調査地として提供され、その調査成果の蓄積が環境整備事業に

反映されるとともに、地域住民や県民、ひいては国民に活用される形で還元されるという、史跡、埋

蔵文化財保護のモデルともいえる体制が構築されたのである。

　史跡払田柵跡は、真山、長森を囲む外柵と、長森を囲む外郭線からなり、長森の中央部には政庁が

ある。政庁は板塀で囲まれ、正殿・東脇殿・西脇殿や附属建物群が配置されている。これら政庁の建

物には５時期（第Ⅰ～Ⅴ期）の変遷があり、創建は９世紀初頭、終末は10世紀後半である。政庁の調

査成果は昭和60（1985）年に報告書『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』として公刊された。

　区画施設である外柵は、真山、長森の二つの丘陵を囲む東西1,370ｍ、南北780ｍの楕円形で、延長

約3,600ｍ、外柵によって囲まれる範囲の面積は約878,000㎡、外柵内の標高は32～37ｍである。外柵

は１時期の造営で、杉の角材を密接に立て並べた材木塀と東西南北の八脚門からなる。材木塀は、外

柵南門西方で河川の流路と交差し、この部分には当初から材木塀が設置されず開口していた。

　外郭は、長森のみを取り囲み、東西765ｍ、南北320ｍの楕円形で、面積は約163,000㎡である。外

郭線の延長は約1,760ｍ、石塁（南門脇）、築地塀（東・西・南の山麓）、材木塀が連なり、東西南北

に八脚門を配する。外郭線は全体に４時期にわたる造営が認められる。なお外柵・外郭は、従来それ

ぞれ外郭線・内郭と呼称されていたが、それまでの調査成果を踏まえ、平成８（1996）年から呼び替

えたものである。これら区画施設の調査成果は、平成11（1999）年に報告書『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』

として公刊された。

　外郭では、長森中央に位置する政庁の東側に実務官衙域、西側に２か所の鍛冶工房域の存在が明ら

かとなり、調査成果は、長森北側の調査成果とともに平成21（2009）年に報告書『払田柵跡Ⅲ－長森

地区－』として公刊された。

　出土品には、須恵器・土師器・瓦質土器・緑釉陶器・灰釉陶器・青磁（越州窯系）・瓦・硯などの

ほか、紡錘車・坩堝・羽口・支脚などの土製品、石帯・砥石・金床石などの石製品、鉄鏃・鎌・刀子・

釘・紡錘車などの鉄（銅）製品、鉄（銅）滓類、斎串・曲物・挽物・鋤・楔・絵馬（２点）などの木

製品、漆紙文書・木簡・墨書土器（朱書もあり）・箆書土器などの文字資料がある。

　漆紙文書は７点出土している。「事力長」「官物」等の文字が読める公文書、「具注暦」断片、「宮城

郷」の「口（構成員）」の稲の請求額を記録した出挙関連文書、「秋田城」「小勝城」が併記され「大

目岡本」の名がある兵粮に関わる帳簿などである。

　木簡（刻字のある柵木15点を含む）は108点確認されており、「飽海郡少隊長解申請」「十火大粮二

石八斗八升」「白舂米一斗六升」「嘉祥二年正月十日」「小針□公調米五斗」などと記された文書・貢

進用木簡があり、「別當子弟大伴寧人」「鹿毛牡馬者」「矢田部弓取」「北門」「狄藻」（以上墨書）、「山

本」「最上」「最上四」「禰木田」「一三□木二」「全二」「行」（以上刻字）などの文字もある。

　墨書・箆書土器は第155次調査までに676点出土・採集されており、一少隊御前下・大津郷・鷹空上・

懺悔・小勝・音丸・北門・北預・厨家・靫大・中大・中万・厨・官・舎・館・麿・宅・新・吉・秋・ 
郡・千・主・長・酒・安・賀・全・成・前・伴・部・左・文・名・上・下・矢・車・工・益・山・就・ 
立・生・平・延・圓・集・大・木・中・仲・犬・方・継・廰・舂・又・十・七・没（以上墨書）、「出
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羽［　］郡□男賀凡酒坏」（篦書）などの文字が認められる。

　管理団体大仙市は、昭和54（1979）年度から保存管理計画に基づく遺構保護整備地区の土地公有化

事業を進め、昭和57（1982）年度からは調査成果に基づいて環境整備事業を実施している。さらに平

成３（1991）年度から「ふるさと歴史の広場」事業により、外柵南門や大路東建物、河川・橋梁の復

元整備、ガイダンス施設（払田柵総合案内所）の設置などを行い、平成７（1995）年度からは「ふ

れあいの史跡公園」事業により、政庁東方の官衙建物の整備などを実施した。平成10～12（1998～

2000）年度には、外郭西門の門柱及びこれに取り付く材木塀の復元整備を、平成13（2001）年度から

は外郭北門から東門周辺の整備事業を行った。平成29（2017）年度は外郭北東部環境整備事業として

外郭北門周辺の張芝及び木道の設置、外郭北門・材木塀・櫓の名称板を設置した。令和元（2019）年

度は、平成29年の豪雨災害により崩落した真山南斜面及び長森南斜面の復旧工事を実施した。令和３

（2021）年度からは、復元外柵南門等の再整備事業を行っている。

　また、平成18（2006）年度より、埋没遺材の保護管理を目的として、外郭北門周辺低地部の６か所

に水位計を設置しており、継続的な水位の観察が続けられている。

　なお、令和３（2021）年度までに実施した48年間の発掘調査面積は、秋田県埋蔵文化財センター

（第102・128・131・134・138・143・145・147次）・大仙市（旧仙北町）、美郷町（旧千畑町）

調査分を含めて、延べ56,858㎡（重複調査分を差し引くと実質53,524㎡）であり、史跡指定面積

（899,380.97㎡）のうちの約6.3％（実質約6.0％）にあたる。
【第１表の文献】
１　秋田県教育委員会　1981　『内村遺跡』秋田県文化財調査報告書第82集
２　秋田県教育委員会　1981　『秋田県の中世城館』秋田県文化財調査報告書第86集
３　秋田県教育委員会　1996　『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第267集
４　秋田県教育委員会　2001　『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第324集
５　秋田県教育委員会　2004　『遺跡詳細分布調査報告書』秋田県文化財調査報告書第380集
６　秋田県教育委員会　2005　『厨川谷地遺跡』秋田県文化財調査報告書第383集
７　秋田県教育委員会　2005　『中屋敷Ⅱ遺跡』秋田県文化財調査報告書第384集
８　秋田県教育委員会　2007　『秋田県遺跡地図（仙北地区版）』
９　今村義孝校注　　　1966　『奥羽永慶軍記（上）（下）』人物往来社
10　大仙市教育委員会　2006　『大仙市市内遺跡確認調査報告書』大仙市文化財調査報告書第１集
11　島田祐悦・髙橋学　2007　「内村遺跡」『横手市史　資料編　考古』横手市
12　千畑村　　　　　　1986　「古銭発掘由来記」『千畑村郷土誌』
13　千畑町教育委員会　2004　『中屋敷Ⅱ遺跡』千畑町文化財調査報告書第６集
14　千畑町教育委員会　2004　『十二遺跡・上飛沢遺跡』千畑町文化財調査報告書第７集
15　仙北町教育委員会　1999　『星宮遺跡』仙北町文化財調査報告書第３集
16　美郷町教育委員会　2005　『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第１集
17　美郷町教育委員会　2006　『中屋敷Ⅱ遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第３集
18　美郷町教育委員会　2007　『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第５集
19　美郷町教育委員会　2008　『城方小屋遺跡・森崎Ⅱ遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第６集
20　美郷町教育委員会　2008　『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第７集
21　美郷町教育委員会　2011　『本堂城跡・飛沢尻遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第８集
22　美郷町教育委員会　2011　『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第11集
23　美郷町教育委員会　2013　『本堂城跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第15集
24　美郷町教育委員会　2015　『町内遺跡詳細分布調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第16集
25　美郷町教育委員会　2019　『鶴田Ⅰ遺跡・鶴田Ⅱ遺跡・談古町遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第17集
26　美郷町教育委員会　2019　『 町内遺跡詳細分布調査報告書・払田柵跡発掘調査報告書』美郷町埋蔵文化財調査報告書第18集
27　美郷町教育委員会　2020　『太田遺跡・張山館遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第19集
28　美郷町教育委員会　2021　『寺田遺跡』美郷町埋蔵文化財調査報告書第20集
29　山形博康　　　　　2012　「秋田・本堂城跡」『木簡研究』第34号　木簡学会
30　山崎文幸　　　　　2004　「秋田・観音堂遺跡」『木簡研究』第26号　木簡学会
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第１表　払田柵跡周辺の主な古代〜中世遺跡一覧表（第１図と対応）

地図番号 遺跡名 所在地 備考 文献
212-53-1 
434-54-1 払田柵跡 大仙市払田 

美郷町本堂城回
古代城柵官衙遺跡（９世紀初頭～10世紀後半）、縄文集落跡、中世墓
地、城館跡（堀田城）

212-53-2 繁昌Ⅰ遺跡 大仙市高梨 古代遺物包含地（木製品） ８

212-53-3 繁昌Ⅱ遺跡 大仙市高梨 古代遺物包含地（土師器・須恵器） ８

212-53-4 上高梨遺跡 大仙市高梨 古代遺物包含地（須恵器） ８

212-53-5 堀田城跡 大仙市払田 真山を利用した中世城館跡 ２・９
212-53-6 境田城跡 大仙市払田 中世城館跡、天正18（1590）年破却 ２・15
212-53-7 杉ノ下Ι遺跡 大仙市横堀 古代遺物包含地（須恵器） ８・15
212-53-9 鍛冶屋敷遺跡 大仙市板見内 古代遺物包含地（土師器・須恵器） ８

212-53-13 四十八遺跡 大仙市上野田 古代遺物包含地（土師器・須恵器） ８・15
212-53-14 中村遺跡 大仙市上野田 古代遺物包含地（土師器・須恵器） ８・15
212-53-15 百目木遺跡 大仙市板見内 中世遺物包含地（宋銭） ８

212-53-18 弥兵谷地遺跡 大仙市板見内 古代遺物包含地（須恵器） ８

212-53-19 一ツ森遺跡 大仙市板見内 中世遺物包含地（須恵器系陶器壺） ８

212-53-24 堰口遺跡 大仙市板見内 古代～中世遺物包含地（鉄滓） ８

212-53-25 田ノ尻遺跡 大仙市払田 古代遺物包含地（土師器・須恵器） ８

212-53-27 観音堂遺跡 大仙市板見内 古代遺物包含地（土師器・木簡） ５・30
212-53-28 北畑遺跡 大仙市北畑 古代～中世集落跡（竪穴建物跡・火葬墓・柱穴） 10
212-53-29 一ツ森Ⅱ遺跡 大仙市堀見内 古代遺物包含地（須恵器） ５

212-53-30 八幡堂遺跡 大仙市板見内 古代～中世遺物包含地（土師器・陶器） ５

212-53-32 下川原遺跡 大仙市払田 古代遺物包含地（土師器） ３

434-54-2 本堂城跡 美郷町本堂城回 中世城館跡（堀・土塁・掘立柱建物跡等・陶磁器・木簡等)、 
本堂氏の居館跡

18・21・22・
23・29

434-54-3 厨川谷地遺跡 美郷町土崎 古代祭祀遺跡（土坑・土器埋設遺構・土師器・須恵器・灰釉・緑釉・
墨書土器・木簡等）、大正４（1915）年埋蔵銭出土 ６・12

434-54-4 中屋敷Ι遺跡 美郷町土崎 中世寺院跡 ３

434-54-5 中屋敷Ⅱ遺跡 美郷町土崎 古代～中世集落跡（竪穴建物跡・掘立柱建物跡・土師器・須恵器等） ７・13・17
434-54-14 内村遺跡 美郷町千屋 古代集落跡（竪穴建物跡・土師器・須恵器・緑釉・和鏡等） １・11
434-54-23 砂館跡 美郷町中野 中世城館跡 ２

434-54-24 張山館跡 美郷町安城寺 中世城館跡（堀跡・土師器・須恵器等） ２・27
434-54-27 厨川谷地Ⅱ遺跡 美郷町土崎 古代遺物包含地（竪穴状遺構・土坑） ４・16
434-54-28 厨川谷地Ⅲ遺跡 美郷町土崎 古代遺物包含地（土師器・須恵器） 16
434-54-29 下中村遺跡 美郷町土崎 古代集落跡（掘立柱建物跡・土師器・須恵器・墨書土器等） 16

434-54-30 飛沢尻遺跡 美郷町土崎 古代遺物包含地（溝状遺構・土坑・土師器・須恵器・墨書土器・和鏡
等） 16・21

434-54-31 下飛沢遺跡 美郷町土崎 古代遺物包含地（土坑・柱穴・土師器・須恵器等） 16
434-54-32 上飛沢遺跡 美郷町土崎 古代集落跡（掘立柱建物跡・土師器・須恵器等） 14・16
434-54-33 上館遺跡 美郷町土崎 中世～近世城館跡（溝跡・陶磁器等） 16
434-54-35 松ノ木遺跡 美郷町土崎 近世散布地（柱穴） 16
434-54-36 八幡殿遺跡 美郷町土崎 古代～中世集落跡（竪穴建物跡・道路跡・土坑・土師器等） 16
434-54-38 西館遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物包含地（溝状遺構・柱穴・土師器・須恵器等） 20
434-54-40 森崎Ⅰ遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物包含地（土師器・須恵器・墨書土器等） 20
434-54-41 城方小屋遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡（掘立柱建物跡・柵列跡・土坑墓・土師器・須恵器等） 19・20
434-54-42 北館遺跡 美郷町本堂城回 中世～近世遺物包含地（溝状遺構・土坑・陶磁器等） 20・22
434-54-43 森崎Ⅱ遺跡 美郷町本堂城回 古代集落跡（竪穴建物跡・土坑・土師器・須恵器・墨書土器・丸瓦等）19・20
434-54-44 田町遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物包含地（土坑・柱穴・土師器・須恵器） 24
434-54-50 百目木遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物包含地（土師器） 24
434-54-52 飛沢尻Ⅱ遺跡 美郷町本堂城回 古代遺物包含地（土坑・土師器） 24
434-54-54 鶴田Ⅰ遺跡 美郷町安城寺 古代遺物包含地（土坑・柱穴・土師器・須恵器） 25・26
434-54-55 鶴田Ⅱ遺跡 美郷町安城寺 古代遺物包含地（溝跡・柱穴・土師器・須恵器・陶器） 25・26
434-54-56 談古町遺跡 美郷町安城寺 古代遺物包含地（土坑・柱穴・土師器等） 25・26
434-54-57 太田遺跡 美郷町安城寺 古代遺物包含地（土坑・土師器・須恵器） 27
434-54-58 寺田遺跡 美郷町中野 古代遺物包含地（土坑・土師器・須恵器） 28
434-54-60 張山館Ⅰ遺跡 美郷町安城寺 古代遺物包含地（竪穴状遺構・土師器・須恵器） 28

※地図番号の212は大仙市管内、53は旧仙北町域を示し、434は美郷町管内、54は旧千畑町域を示す。
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第２章　調査研究事業の計画と実績

第１節　史跡払田柵跡調査第10次５年計画（令和元～５年度）の概要

　秋田県は、史跡払田柵跡の解明にあたるため、昭和49年４月に秋田県払田柵跡調査事務所を開設し

（昭和61年４月「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称）、同年から５年で１単位の中期計画に

基づいた継続的な発掘調査を毎年実施している。

　第１～２次５年計画（昭和49～58年度）では、主に「中枢施設の全面発掘」を行い、政庁域の建物

跡や区画施設（板塀跡）の配置、変遷を明らかにした。第３～５次５年計画（昭和59～平成10年度）

では、外柵・外郭の区画施設（築地塀跡・材木塀跡）や門跡、長森東側の官衙域、外郭低地（主に外

郭南門跡～外柵南門跡間の南北大路周辺）の調査を行った。このように第１～５次の５年計画による

25年間の発掘調査では、城柵官衙遺跡の中枢ともいえる政庁域と門跡を含む区画施設の様相把握、及

び城柵内の一部地区（主に長森東側、南北大路周辺）における遺構内容の解明を進めた。

　第６次５年計画（平成11～15年度）は、過去25年間の調査成果と派生する課題を踏まえ、その後の

調査や環境整備に資することを目的に、主に長森の各区域にどのような施設が存在するのかを足早に

把握しようとした。調査は長森西側から開始したが、調査にあたりトレンチ法を採用したことで、結

果的には少ない調査面積で多くの情報を得ることができた。第６次５年計画で採用した調査手法は、

長森における場の使われ方を予測することと、払田柵跡を適切に保存・管理し、活用するためにも有

効であることを再確認した。

　第７次５年計画（平成16～20年度）では、「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の

調査」をトレンチ法で実施した。長森北部、外柵地区南東部（沖積地）、真山を重点地区とした。ま

た、「払田柵跡関連遺跡の現況調査及び情報収集」という史跡外にも視野を広げた計画を掲げ、平成

19年度には、横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施した。

　第８次５年計画（平成21～25年度）では、引き続き「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の

機能の調査」をトレンチ法で実施した。重点地区は、外柵地区（沖積地・微高地部）で、外郭南門東

方官衙域及び南西官衙域隣接地、並びに外郭北西部、外柵地区東部・北部の沖積地を調査した。ま

た、払田柵跡関連遺跡調査では、平成21・23・24年度に横手市雄物川町造山地区で試掘調査を実施し

た。

　第９次５年計画（平成26～30年度）では、引き続き「払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の

機能の調査」をトレンチ法で実施した。重点地区は、外柵地区（沖積地・微高地部）で、外郭南門東

方官衙域及び南西官衙域隣接地の沖積地を調査した。また、平成26～28年度は、横手市雄物川町造山

地区の試掘調査を継続した。

　外郭南門南西官衙域の西側に広がる沖積地の調査では、長森の丘陵裾部から続く平場を造成する目

的で盛土整地されていること、溝跡が東西に延びることを確認した。10世紀前葉の十和田ａ火山灰降

灰前に盛土整地が行われ、整地面上では火山灰降灰前後の各層から土器焼成や鍛冶といった工房的活

動を示す遺構群を検出した。盛土整地に先行する掘立柱建物跡を構成すると推定される柱穴様ピット
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も確認した。詳細は明らかではないものの、場の利用に変遷のあったことが判明した。

　払田柵跡内で広大な面積を有する沖積地の調査については、第９次５年計画で総括できるまでに

は至っておらず、その詳細な状況の把握のために、第10次５年計画以降も継続して計画的に取り組む

ことが必要である。また、真山については第９次５年計画で具体的に調査を進めることができなかっ

た。第10次５年計画以降に繰り延べ、今後、機会を見ながら取り組む必要がある。

　第10次５年計画では、過去45年間の実績を踏まえ、払田柵跡内の各地区における場の使われ方と

詳細な遺構内容を把握し、歴史的意義や特色を明確にすることを目指し、次の調査を行う。

１　払田柵跡の各地区における遺構内容及び場の機能の調査

　調査対象地区は、払田柵跡内全域ではあるが、特に外柵地区と真山地区を重点地区として進める。

（１）外柵地区（沖積地・微高地）の調査

　沖積地・微高地の調査は、外柵地区南東部を除きほとんど行われていなかったが、第８次５年計画

において、小面積ながらも調査を進めることができた。対象範囲が広大なため、引き続き「場の機

能」の解明のため、公有地を中心にトレンチ調査を実施する。その中でも、長森南西側から北西側の

丘陵裾部の沖積地を重点地区とする。

（２）真山地区の調査

　創建期の内容解明にとって重要な真山地区の分布調査・遺構確認調査を実施する。

２　払田柵跡関連遺跡の試掘調査等

　払田柵跡の解明には、指定地内の調査に加え、指定地外の関連遺跡の調査が必要である。そのため

に、関連資料・情報の収集、現地踏査を踏まえたうえで可能であれば試掘調査を実施する。当面は、

近年のほ場整備対応調査により奈良時代の集落遺跡が多数確認され、また瓦・硯等の官衙関連遺物も

出土している横手市雄物川町造山地区周辺を対象とする。さらに、南に隣接する雄勝郡羽後町、湯沢

市においても踏査を実施する。

第２節　本年度事業の計画と実績

　１　調査事業計画
　史跡払田柵跡第156次調査は、第10次５年計画に基づく外柵地区の調査で、外郭南門南西官衙域以

西の沖積地を対象とした。また、関連遺跡調査として、昨年度調査した横手市雄物川町に所在する貒

袋遺跡の補足調査及び造山地区内での試掘調査を計画した。

第２表　令和４年度調査計画表

調査 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間

払田柵跡
第156次調査

外柵地区南西部
（大仙市払田字館前地内）

遺構内容
確認調査 200㎡ ６月１日～９月30日

関連遺跡調査
貒袋遺跡

（横手市雄物川町今宿字貒袋地内）
造山地区内

試掘調査 50㎡ 10月31日～11月18日
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　第156次調査の目的は、第154・155次調査で確認したＳＤ2154溝跡の西端が接続する小河川跡の流

路の確認、第155次調査で検出したＳＩ2209竪穴建物跡等以外の遺構検出及び真山と長森の間の沖積

地における遺構分布状況の確認である。

　調査方法は、原則として幅２ｍ程度のトレンチ法で行う。堆積状況の詳細及び微地形の把握に主眼

を置きながら遺構及び整地面を確認し、必要に応じて部分的に拡張するが、遺構の掘り下げは最小限

にとどめる。輪郭の明確な土抗群あるいは掘立柱建物跡を構成する柱穴掘形が複数基検出された場合

には、その１～２基のみを掘り下げの対象とし、掘り下げは確認面での面積の50％未満とする。掘り

下げが終了し、写真・図面の記録を取った後に埋め戻しを行い現況に復するものとする。

　調査対象地の面積は約3,300㎡、発掘調査事業費は総額4,392千円、財源は国庫支出金2,186千円、県

一般財源2,197千円、諸収入９千円である。

　２　調査事業実績
　第156次調査では、第154・155次調査のトレンチと重複しない５か所のトレンチを設定して調査を

行った。調査期間は６月１日～11月18日、実発掘調査面積196㎡、発掘作業員６名、業務補助員１名、

作業稼働日数は43日である。

　調査の結果、４か所でＳＬ2211河川跡、１か所でＳＤ2154溝跡の一部を検出し、これまでの検出位

置と合わせて溝跡と河川跡の位置を確認できた。これ以外の平安時代の遺構は検出されなかった。

　また、長森に近いＩＰ列トレンチでは、ＳＬ2211河川跡に接続するＳＤ2213溝跡、畦道状のＳＭ2212

道路跡、ＳＤ2214溝跡を検出した。埋土の状況から近世～近代の遺構と推定されるが、これらを埋

め立てた覆土中から須恵器系中世陶器の破片が出土した。第117次調査では長森西端部で堀と土塁に

囲まれた中世墓が検出されており、その関連遺物と推測される。

　関連遺跡調査は、昨年度第２次調査を実施した貒袋遺跡において、第３次調査として溝跡推定地点

の補足調査を行った。また、十足馬場地区で新たに試掘調査を行った。調査期間は10月31日～11月11日、

実発掘調査面積35㎡（貒袋遺跡２㎡、十足馬場地区33㎡）、発掘作業員４名、測量作業員１名、作業

稼働日数は７日である。

　調査の結果、貒袋遺跡の溝跡推定地点は倒木痕により溝跡の有無が確認できないことが分かった。

十足馬場地区の試掘では、竪穴建物跡２棟、柱穴跡３基、須恵器・土師器等を検出し、奈良時代の集

落跡を発見した。調査終了後、十足馬場東遺跡として周知された。

第３表　令和４年度調査実績表

調査 調査地区 調査内容 調査面積 調査期間

払田柵跡
第156次調査

外柵地区南西部
（大仙市払田字館前地内）

遺構内容
確認調査 196㎡ ６月１日～11月18日

関連遺跡調査

貒袋遺跡（第３次調査）
（横手市雄物川町今宿字貒袋地内）

遺跡内要
確認調査

２㎡

10月31日～11月11日
十足馬場東遺跡（新発見）

（横手市雄物川町造山字十足馬場地内）
遺跡分布
調査 33㎡
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第３章　第156次調査の概要

第１節　調査の目的・課題、調査経過

　１　調査の目的・課題と調査区
　本調査は、史跡払田柵跡調査第10次５年計画（令和元～５年度）の４年次、第156次調査である。

第10次５年計画では、大路・外柵門跡等の主要遺構や外郭北東部及び外柵域南東部を除いて、ほとん

ど調査が行われていない「外柵地区（沖積地・微高地部）」の遺構内容及び場の機能を解明すること

を目的としている。

　第156次調査地点は、第154・155次調査に引き続き、真山と長森の間に位置し、外郭西門の南に隣

接する外柵域南西部の沖積地である（第２図、図版１）。約3,300㎡を対象とした。大仙市が策定した

第２次保存管理計画では「集落水田地区」に当たる。かつては水田であったが、大仙市により公有化

されている。南側隣接地は現在も積極的な水田耕作が進められている。

　沖積地・微高地における「場の機能」解明を目的とした調査は、第８次５年計画（平成21～25年度）

以降、主に外郭線の南側で継続して行ってきた。これまでの調査では、外郭南門東方官衙域及び外郭

南門南西官衙域の南側で、９世紀末～10世紀初頭と推定されるＳＸ2002・2141盛土整地地業を検出し

た。整地面ではＳＤ2001・2154溝跡・土器焼成遺構・鍛冶炉等、整地面下では柱穴・祭祀に伴うと推

定される土坑・焼土遺構等も確認している。

　ＳＤ2154溝跡は、外郭南門南西官衙域から外郭線材木塀の南側に並行して東西方向に延びており、

第154次調査で検出した西端部は、真山と長森の間を南北方向に流れる小河川跡に接続していた。接

続部では、溝の掘削土を対岸に盛り上げて土手を築いた痕跡もあった。

　第155次調査では９世紀前葉のＳＩ2209竪穴建物跡を精査した。カマドはなく、床面から樹皮が出

土した。一度洪水で埋没した跡地を再利用して地床炉が形成され、周辺から須恵器、土師器、瓦等が

出土した。創建期の外郭西門や材木塀の建築に関係する作業場の可能性が考えられる。真山を挟んだ

西側では、第６次調査でＳＩ27竪穴建物跡を検出しており、創建期には、真山の裾野やそれに続く沖

積地が利用されていたことが判明した。その後の時期の遺構は、９世紀末～10世紀初頭に掘削され

たＳＤ2154溝跡のみである（第３・４図）。

　本調査では、これまでの調査結果を踏まえ、次の課題を設定した。

＜課題１＞

　これまで検出した以外の創建期及びその後の時期の遺構の有無、分布状況、内容を確認する。

＜課題２＞

　真山と長森の間の沖積地について、各時期における場の使われ方を確認する。

　２　調査経過
　６月１日、発掘調査開始。機材搬入、環境整備、安全対策。事前に打設したグリッド杭を基準に、

ＩＤ列及びＩＨ列に東西方向のトレンチを設定。６月２日、ＩＤ列トレンチの粗掘開始。６月６日、

ＩＨ列トレンチの粗掘開始。６月９日、ＩＮ列にトレンチを設定し粗掘開始。６月13日、ＩＤ列トレ
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ンチ西側の地山面で複数の流路跡を検出。真山と長森の間を南北に流れる小河川跡の位置を確認する

ために、トレンチ北壁に沿ってサブトレンチを設定。ＩＨ列トレンチでは、想定位置でＳＬ2211河川

跡を検出。６月14日、ＩＤ列トレンチのサブトレンチでＳＬ2211河川跡を確認。ＩＨ列トレンチ東側は

Ⅳ層が厚く残っていることが判明。６月15日、ＩＨ列トレンチのＳＬ2211河川跡検出地点に土層観察

用のサブトレンチを設定し掘り下げ。墨書土器「井」、「中」出土。「井」は払田柵跡初出。６月20日、

ＩＨ列トレンチでＳＬ2211河川跡の底面の砂利層を検出。ＩＮ列トレンチ西側はⅣ層が極めて薄い。

Ⅳ層は調査地全体ではおおむね31ラインより東側に残存する。西側は地山面まで削平が及んでいる。

６月21日、ＩＰ列にトレンチを設定し粗掘開始。６月23日、ＩＰ列トレンチ西側の地山面でＳＬ2211

河川跡を検出。真山北麓方向に続いているようだ。東側はⅢ層客土の下に頁岩の角礫が多く混じる埋

め立て土層がある。６月29日、ＩＨ列トレンチ東端はⅣ層を掘り下げ、地山面でＳＤ2154溝跡を検出。

　７月４日、ＩＰ列トレンチ東側の埋め立て土をサブトレンチで掘り下げ、木杭、横板を検出。７月５日、

ＩＰ列トレンチ東側でＳＤ2213溝跡を検出。埋土中から頁岩の大礫多数とともに須恵器系中世陶器の

大破片が出土。７月６日、ＩＨ列トレンチの北壁断面を精査し、ＳＤ2154溝跡がⅤ層上面から掘りこ

まれていることを確認。ＩＰ列トレンチのＳＬ2211河川跡埋土を掘り下げ、火山灰ブロックが含ま

れる層を検出。ＩＮ列トレンチ精査終了。遺構なし。真山で行われた姥杉後継樹植樹に伴う現状変

更の立ち合い指導。７月７日、ＩＰ列トレンチ東側で、ＳＤ2213溝跡とＳＤ2214溝跡の間に帯状の硬

化面を検出。ＳＭ2212道路跡とする。ＳＭ2212道路跡、ＳＤ2214溝跡には多数の木杭が打ち込まれ横

板もある。これら２遺構の土留め、護岸か。７月11日、ＩＨ列・ＩＰ列のＳＬ2211河川跡はサブトレン

チを完掘。７月12日、ＩＰ列トレンチのＳＬ2211河川跡を火山灰層まで掘り下げ。火山灰層は河川跡

全面に堆積している。７月14日、ＩＨ列トレンチのＳＬ2211河川跡埋土を掘り下げたところ、東岸付

近から土師器・須恵器がまとまって出土。７月20日、ＩＰ列トレンチのＳＤ2213溝跡は、屈曲して西

に延びＳＬ2211河川跡に接続する。途中の北岸に大礫の集積箇所あり。ＳＤ2214溝跡を完掘。７月

24日、あおぞら講座・遺跡見学会を２年ぶりに開催。参加者30名。７月25日、ＳＤ2154溝跡が

ＳＬ2211河川跡の西側に伸びないことを確認するため、ＩＭ37グリッドを新規に掘り下げ。グリッド

西側はⅢ層客土直下で地山面が露出。東側はⅣ層があり、その下はブロック状の火山灰を含む層。東

西の層界がＳＬ2211河川跡の西岸であることを確認。７月27日、ＩＤ列・ＩＰ列トレンチ精査終了。

いずれも平安時代の遺構なし。ＩＭ37グリッドのＳＬ2211河川跡埋土の火山灰層中から小型の土師器

坏出土。安田教育長現地視察。７月28日、トレンチ養生、機材整理等を行い、発掘現場作業を一旦休

止。

　９月１日、発掘現場作業再開。９月２日、ＩＮ列トレンチ埋め戻し。９月５日、ＩＤ列トレンチ埋

め戻し。９月８日、ＩＨ列トレンチ精査終了。遺構は東端のＳＤ2154溝跡のみ。９月14日、ＩＭ37グ

リッド精査終了。遺構なし。埋め戻し。発掘機材、テント等搬出。９月15日、機材収納整理。第156次

調査の発掘作業を終了。

　11月14日、補足調査開始。調査地及び周辺の地形・標高の測量及び発掘・測量機材の収納整理。

11月18日、第156次調査終了。
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第２節　検出遺構と遺物

　１　基本層序
　調査地の基本土層は、第154・155次調査と同様で、次のとおりである（第５～８図）。

　Ⅰ層は現代の耕作土、Ⅱ層はその鋤床層、Ⅲ層は近現代の客土で、いずれも調査地全体に分布する。

Ⅳ層は火山灰降灰後から近代までの表土で、ＳＤ2154溝跡内に堆積する火山灰層を覆う。調査地西側

では削平されて残存せず、中央部から東側に分布する。Ⅴ層は調査地の南東部に分布する泥炭質粘土

層で、縄文～平安時代の表土である。Ⅵ層はグライ化した細砂混じり粘土層である。真山東側の山裾

から調査地中央部までは、層上部に細砂が多く混じる。強く締まり堅固である。調査地東側では細砂

が少なく、湿潤で軟質である。Ⅶ層はグライ化した水成堆積の細砂層、Ⅷ層はグライ化した砂礫層で

ある。Ⅷ層は古い流路の河川堆積層で、ＳＤ2154溝跡やＳＬ2211河川跡底面で検出した。Ⅵ層以下が

地山である。火山灰層は、ＳＤ2154溝跡やＳＬ2211河川跡の埋土中で検出した。

　調査地の西側から中央部では、Ⅲ層直下にⅥ層（地山）が露出する。東側ではⅢ層とⅥ層の間にⅣ

層が、南東側ではⅣ層とⅤ層が堆積する。Ⅳ層下面、Ⅴ層下面は不整合面である。標高は34.0ｍで、

調査地の東を通る市道を挟んで東側は数十㎝低い。この高低差は、真山と長森の間から名勝旧池田氏

庭園払田分家庭園の南端付近まで続く。真山の南側には、真山から連続する堅固な地盤の山裾が広が

り、その上に庭園や現集落が立地する。調査地の標高が東側の水田面よりも高いのは、真山の山裾の

広がりに立地していることから生じたものと推測される。

　２　検出遺構と遺物
ＳＤ2154溝跡（第３・４・７図、図版２）

　本遺構は、第148～155次調査により、計16か所のトレンチで検出されている。推定総延長は363ｍ

である（第３図）。第154・155次調査では、西端部が真山と長森の間を南北に流れる小河川（ＳＬ2211

河川跡）に接続し、溝跡と河川が同時に埋没していることを確認した。また、接続部のＳＬ2211河川

跡の西岸では、溝の掘削土の再堆積層も検出した。

　本調査では、すでに本遺構を検出した25列トレンチとＩＫ列トレンチの間にＩＨ列トレンチを設定

した。このトレンチ東端のあらかじめ想定した位置で、溝跡の南岸１ｍ50㎝分を検出し、Ⅴ層上面か

ら掘りこまれ、埋没後にⅣ層で覆われていることを確認した。

ＳＬ2211河川跡（第３～11図、図版２～４・６）

　真山と長森の間を南北に流れる小河川跡である。ＳＤ2154溝跡の西端がＩＥ・ＩＦ33、ＩＧ34グ

リッドで本遺構の東岸に接続する。第154・155次調査では遺構番号を付さず小河川と表記していた

が、外郭線の外側に並行するＳＤ2154溝跡に連続し、人工的に掘削した溝と同様の機能を有する可能

性があることから、新たに遺構番号を付した。

　本調査では、ＩＤ列・ＩＨ列・ＩＰ列の各トレンチで両岸、ＩＭ列トレンチで西岸を検出した。

　ＩＤ列トレンチでは上端幅６ｍ40㎝、ＩＨ列トレンチでは上端幅４ｍ10㎝、深さ54㎝、ＩＰ列トレ

ンチでは上端幅５ｍ10㎝、深さ39㎝である。ＩＭ37グリッドで本遺構の西岸を検出し、ＳＤ2154溝跡

が本遺構を越えて西側に延びていないことを再確認した。

　ＩＰ列・ＩＭ列では、遺構確認面から埋土の上位にかけて火山灰が含まれる。ＩＰ列のサブトレン
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チ断面土層10層（第５図）、ＩＭ列トレンチ南壁断面土層１層（第６図）では特にブロック状の火山

灰が多く含まれている。ＩＨ列トレンチでは火山灰を含む層はなかった。断面土層では本遺構の堆積

土を浸食する小流路跡が多数認められ、火山灰降下後にこれらの小流路によって浸食されたものと考

えられる。

　本遺構は、第154～156次調査において計９か所で検出され、河川の位置をほぼ特定することができ

た（第４図）。西岸、東岸ともに蛇行しており、上端幅は４～10ｍと一定ではない。サブトレンチで

底面のⅧ層を検出したＩＰ列・ＩＬ列・ＩＫ列・ＩＨ列では、検出面から最深部までの深さが39～54㎝、

底面標高はＩＰ列で32.84ｍ、それ以外は32.60～32.66mで顕著な差はない。北側のＩＰ列で底面標高

が約20㎝高いこと、真山と長森の間の微地形が北高南低であることから、本遺構は南流する河川で

あったと推測される。ＩＰ列以北では北西の真山北麓付近に向かうようである。

　ＩＫ列では、ＳＤ2154溝跡が埋没する前に本遺構の西側が一部埋没しており、溝が掘削される前か

ら河川が存在していたと思われる。ＳＤ2154溝跡とＳＬ2211河川跡の底面標高に大きな差はなく、溝

を河川に接続させたことで、南流する河川の水が溝の西端から溝内に流入したと推測される。その後、

溝と河川の埋没が進んで浅くなった後に火山灰が降下、堆積し、火山灰が二次的に含まれる堆積土に

より、どちらも10世紀中葉ごろにはほぼ埋没したと考えられる。

　遺物は、ＩＨ列トレンチで、本遺構の東岸近くの埋土中位から、須恵器坏蓋（第９図３）、須恵

器坏（第10図９）、須恵器横瓶（第10図13）、須恵器甕（第10図14）、土師器甕（第10図15）、底板

（第11図19）が出土した。第９図８は底面中央付近に「中」の文字が墨書されている。第11図19は曲

物の桶の底板である。直径12.1㎝（４寸）で、４か所に竹釘を打って側板に底板を留めている。３か

所に釘が残り、１か所は釘穴が認められる。これらのうち須恵器は、本遺構の東側にあるＳＩ2209竪

穴建物跡の出土遺物と同時期のものである。第10図12の土師器坏は、ＩＭ列トレンチの本遺構西岸付

近で火山灰を多く含む１層中から出土した。

ＳＭ2212道路跡（第４・５図、図版５）

　ＩＰ列トレンチ東側で南北方向の帯状に硬化面を検出し、道路跡と判断した。検出面は、Ⅲ層の下 
に堆積する泥岩粒を多く含む埋め立て土の直下、Ⅵ層上面である。Ⅵ層上部の層厚15㎝程度が、泥岩

粒や粘土塊が混じる極めて硬化した層（第５図33層）となっており、その上部５㎝ほどはやや軟質で 
細砂や炭化物小粒が混じる（32層）。長さ2.3ｍ分を検出した。幅は北側で50㎝、南側で70㎝である。

　本遺構、西側のＳＤ2213溝跡、東側のＳＤ2214溝跡は、頁岩の大礫を多く含む褐色土で同時に埋め

立てられており、本遺構は２本の溝に挟まれた畦道状の道路と推定される。本遺構及びＳＤ2214溝跡

には、自然木を利用した直径５㎝程度の木杭が多数打ち込まれ、厚さ１～２㎝の板材も出土した。こ

れらは道路の路肩の補強や溝の護岸のために打ち込まれた杭や板材と考えられる。本遺構の帰属時期

を特定できる遺物は出土しなかった。

ＳＤ2213溝跡（第４・５・11図、図版５・６）

　ＩＰ列トレンチ東側で検出した。東西方向の溝跡である。西端はＳＬ2211河川跡に接続し、東端は

北側に屈曲する。長さ７ｍ分を検出した。ＳＬ2211河川跡に近い西側では、上端幅90㎝以上、深さ30㎝、

東端部では上端幅約80㎝、深さ18㎝である。

　北岸の中央付近には北側に分岐する溝があり、頁岩の大礫が多数集積されていたが、溝が機能して
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いた時点での閉塞礫か、埋め立て時の投入礫かは不明である。東側のＳＭ2212道路跡に接する法面付

近の埋土中から第11図18の須恵器系中世陶器壺の破片が出土した。長森の地盤が供給源と考えられる

頁岩の大礫に混じって埋め立て時に投入されたものと推測される。この溝跡の帰属時期を特定できる

遺物は出土しなかった。

　なお、長森西端では第117次調査において、堀と土塁で囲まれた中世墓が検出されており（第３図）、

ＳＸ1264墳墓からは須恵器系中世陶器の壺と鉢を組み合わせた蔵骨器が出土している。本遺構出土の

須恵器系中世陶器も中世墓の崩落等により流出したものと考えられる。

ＳＤ2214溝跡（第４・５図、図版５）

　ＩＰ列トレンチ東端部で検出した。北東から南西方向に湾曲する弧状の溝跡である。西側はＳＭ2212

道路跡に接する。長さ約２ｍ分を検出した。北東端で上端幅約１ｍ、深さ30㎝、南端で上端幅１ｍ70㎝、

深さ35㎝である。西岸、東岸ともに木杭が打ち込まれ、板材を立てた護岸を行っている。本遺構の帰

属時期を特定できる遺物は出土しなかった。

遺構外出土遺物（第８～11図、図版６）

　遺構外から出土した破片２点が第155次調査で検出したＳＩ2209竪穴建物跡出土土器と接合した

（第９図１、第10図17）。第10図17の土師器甕は、破片接合により口縁部の形状が判明した。墨書

土器２点（第９図６・７）は、回転ヘラ切り後にナデ調整を施す須恵器坏で、底面に文字「田」、

「井」が墨書されている。「田」、「井」ともに払田柵跡では初出である。

第３節　小結

　第156次調査にあたり設定した＜課題１＞については、これまで検出した以外の創建期及びその後

の時期の遺構は検出されなかった。

　＜課題２＞については、第154～156次調査で真山と長森の間の沖積地3,300㎡を調査対象とし、499㎡

を発掘調査した。その結果、平安時代の遺構は、創建期（９世紀前葉）の竪穴建物跡１棟、焼土遺構

１基、９世紀末～10世紀初頭の溝跡１条、時期不明の柱列等の一部と推定される打込杭１基を検出し

た。調査地は、外柵が存在し城柵内であった創建期にはある程度利用されたものの、外柵が消失し城

柵外となった９世紀中葉以降では、積極的に利用された形跡がなかった。

　ＳＤ2154溝跡が掘削された９世紀末～10世紀初頭は、政庁、外郭線、長森の東西地区等、城柵内

の多くの施設、区域で改修や場の利用形態の変化が認められる。外郭線材木塀の外側に並行する溝 
（ＳＤ2154溝跡）の設置も外郭線の改修の一部と考えられる。この改修では、溝の西端を自然河川

（ＳＬ2211河川跡）に接続させ、それより北西側は、溝の機能を自然河川に代替させている。外郭南

門南東側でも、外郭線に並行するＳＤ2001溝跡の東端が、長森南東側を流れる小河道に開口してい

る。東西ともに、外郭線材木塀の外側に、溝と自然河川を併用する構造の区画施設を設置することを

意図したものと考えられる。
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第４図　払田柵跡第 156 次調査遺構配置図
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第４図　払田柵跡第156次調査遺構配置図
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第３章　第156次調査の概要



第９図　出土遺物実測図 (１)

10cm０

漆膜第156次出土

１

２

３

４

５

６

７

８

遺構 層位等 外面 内面 底面

1 SI2209
IH30　Ⅱ層

＋第155次第12図１
須恵器 坏蓋

上面：回転ヘラケズリ→
　　　　ロクロヨコナデ

ロクロヨコナデ － 15.0 － 3.2 3.3 67.1 

2 遺構外 ID34 須恵器 坏蓋 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ － (15.0) － － － 20.9 

3 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏蓋 ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデ

墨痕あり
－ (17.0) － － － 9.7 

4 遺構外 ID31 須恵器 高台付坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
回転ヘラ切り→ナデ→
高台貼付
漆付着

－ 6.0 6.9 － 16.9 

5 遺構外 ID34 須恵器 壺 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
回転ヘラ切り→ナデ→
高台貼付

－ 4.6 5.7 － 37.5 

6 SL2211 埋土（ID34・36） 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
回転ヘラ切り→ナデ

墨書「田」
(11.6) (7.8) － 3.2 76.1 

7 遺構外 ID34　Ⅰ層 須恵器 坏 ロクロヨコナデ
ロクロヨコナデ

墨痕あり
回転ヘラ切り→ナデ

墨書「井」
－ 8.0 － － 32.7 

8 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏
ロクロヨコナデ

全面に薄く漆の痕跡あり
ロクロヨコナデ

漆付着
回転ヘラ切り→ナデ

墨書「中」
12.4 8.0 － 2.9 127.9 

出土地点・層位 調整等
挿図 № 種別 器種

口径
（㎝）

底径
（㎝）

高台径
(cm)

器高
（㎝）

重量
（g）

第９図　出土遺物実測図（1）

№
出土地点・層位

種別 器種
調整等 口径 

（㎝）
底径 
（㎝）

高台径 
（㎝）

器高 
（㎝）

重量 
（g）遺構 層位等 外面 内面 底面

1 SI2209
IH30　Ⅱ層

＋第155次第12図１
須恵器 坏蓋 上面：回転ヘラ切り→ 

　　　ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ － 15.0 － － 3.3 67.1

2 遺構外 ID34 須恵器 坏蓋 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ － (15.0) － － － 20.9

3 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏蓋 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
墨痕あり － (17.0) － － － 9.7

4 遺構外 ID31 須恵器 高台付坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ
回転ヘラ切り→ナデ→
高台貼付　漆付着
ヘラ記号「－」あり

－ 6.0 6.9 － 16.9

5 遺構外 ID34 須恵器 壺 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ→
高台貼付 － 4.6 5.7 － 37.5

6 SL2211 埋土（ID34・36） 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ
墨書「田」 (11.6) (7.8) － 3.2 76.1

7 遺構外 ID34　Ⅰ層 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 
墨痕あり

回転ヘラ切り→ナデ
墨書「井」 － 8.0 － － 32.7

8 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏 ロクロヨコナデ
全面に薄く漆の痕跡あり

ロクロヨコナデ
墨痕あり

回転ヘラ切り→ナデ
墨書「中」 12.4 8.0 － 2.9 127.9
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第 10 図　出土遺物実測図 (２)

10cm０

第156次出土

９

10

11

12

13

14

15

16

17

第10図　出土遺物実測図（2）
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第 11 図　出土遺物実測図 (３)

10cm０

18

19
20

遺構 層位等 外面 内面 底面

9 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ － (8.0) － － 22.3 

10 遺構外 IP36　Ⅱ層 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ － 8.0 － － 32.6 

11 遺構外 IN28　Ⅳ層 須恵器 坏
ロクロヨコナデ

墨痕あり
ロクロヨコナデ

墨痕あり
回転糸切り － 6.0 － － 24.4 

12 SL2211 IM37　火山灰層中 土師器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転糸切り (11.0) (6.0) － (3.7) 28.0 

13 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 横瓶
口縁部：ヨコナデ
胴部：当て具痕→ナデ

口縁部：ヨコナデ
胴部：(タタキ目)→ナデ

－ (12.0) － － － 100.3 

14 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 甕 ヨコナデ ヨコナデ － (17.0) － － － 96.0 

15 SL2211 埋土（IH34） 土師器 甕 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ － (18.5) － － － 46.6 

16 SL2211 埋土（ID36） 土師器 甕 カキ目→底辺部のみヘラケズリ カキ目 回転糸切り － 6.4 － － 184.5 

17 SI2209
IH31　Ⅱ層

＋第155次第14図24-1
土師器 甕

頸部：横方向ハケ目→
　　　　ロクロヨコナデ
胴上部：横方向ハケ目→
　　　　　 縦方向ヘラケズリ
胴下部：横方向平行タタキ目

胴上部：横方向ハケ目
胴下部：縦方向平行当て具痕

－ － － － － 306.1 

18 SD2213 埋土（IP32） 須恵器系陶器 壺
口縁部：ロクロヨコナデ
胴部：平行タタキ目

口縁部：ロクロヨコナデ
胴部：円形当て具痕

－ (18.0) － － － 407.7 

19 SL2211 埋土（IH34） 木製品 － 側面３か所に竹釘、１か所に釘穴あり － －
直径
12.1

－ －
厚さ
0.9

－

20 遺構外 IN29 青銅 笄 表面上半に唐草文あり － － － － －
長さ
13.4

16.3 

出土地点・層位 調整等
挿図 № 種別 器種

口径
（㎝）

底径
（㎝）

高台径
(cm)

器高
（㎝）

重量
（g）

第11図　出土遺物実測図（3）

№
出土地点・層位

種別 器種
調整等 口径 

（㎝）
底径 
（㎝）

高台径 
（㎝）

器高 
（㎝）

重量 
（g）遺構 層位等 外面 内面 底面

9 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ － (8.0) － － 22.3

10 遺構外 IP36　Ⅱ層 須恵器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転ヘラ切り→ナデ － 8.0 － － 32.6

11 遺構外 IN28　Ⅳ層 須恵器 坏 ロクロヨコナデ
墨痕あり

ロクロヨコナデ
墨痕あり 回転糸切り － 6.0 － － 24.4

12 SL2211 IM37　火山灰層中 土師器 坏 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ 回転糸切り (11.0) (6.0) － (3.7) 28.0

13 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 横瓶 口縁部：ヨコナデ
胴　部：当て具痕→ナデ

口縁部：ヨコナデ
胴　部：(タタキ目)→ナデ － (12.0) － － － 100.3

14 SL2211 埋土（IH34） 須恵器 甕 ヨコナデ ヨコナデ － (17.0) － － － 96.0

15 SL2211 埋土（IH34） 土師器 甕 ロクロヨコナデ ロクロヨコナデ － (18.5) － － － 46.6

16 SL2211 埋土（ID36） 土師器 甕 ハケ目→底辺部のみヘラケズリ ハケ目 回転糸切り － 6.4 － － 184.5

17 SI2209 IH31　Ⅱ層
＋第155次第14図24-1

土師器 甕

頸　部：横方向ハケ目→
　　　　ロクロヨコナデ
胴上部：横方向ハケ目→
　　　　縦方向ヘラケズリ
胴下部：横方向平行タタキ目

胴上部：横方向ハケ目
胴下部：縦方向平行当て具痕 － － － － － 306.1

18 SD2213 埋土（IP32） 須恵器系陶器 壺 口縁部：ロクロヨコナデ
胴　部：平行タタキ目

口縁部：ロクロヨコナデ
胴　部：円形当て具痕 － (18.0) － － － 407.7

19 SL2211 埋土（IH34） 木製品 底板 側面３か所に竹釘、
１か所に釘穴あり － －

直径
12.1 － －

厚さ
0.9 －

20 遺構外 IN29 真鍮製品 笄 表面上半に唐草文あり － － － － －
長さ
13.4 16.3
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１　第156次調査地の位置（北西上空から）

２　第156次調査地近景（南から）

図
版
１
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図
版
２

１　ＩＨ列トレンチ　ＳＤ2154溝跡検出状況（南東から）

２　ＩＤ列トレンチ　ＳＬ2211河川跡検出状況（西から）
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図
版
３

１　ＩＨ列トレンチ　ＳＬ2211河川跡検出状況（南西から）

２　ＩＨ列トレンチ　ＳＬ2211河川跡断面土層（南から）
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２　ＩＰ列トレンチ　ＳＬ2211河川跡断面土層（南西から）

１　ＩＰ列トレンチ　ＳＬ2211河川跡検出状況（東から）

図
版
４
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２　ＩＰ列トレンチ　ＳＤ2214溝跡護岸状況（北から）

１　ＩＰ列トレンチ　ＳＤ2213・ＳＤ2214溝跡、ＳＭ2212道路跡検出状況（北東から）

図
版
５
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十足馬場東遺跡

第９図５

第10図16

第10図13

第９図６

第９図８

第９図７

第９図４

第10図14

第11図18

第９図１ 第11図20

第16図３

第16図１ 第16図４

出土遺物

図
版
６

出土遺物
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第４章　関連遺跡の調査

第１節　調査に至る経緯

　第10次５年計画では、払田柵跡内の調査に加え、「払田柵跡関連遺跡の試掘調査等」も実施するこ

とを掲げている。これは、第７次５年計画（平成16～20年度）において初めて「払田柵跡関連遺跡の

現況調査」として明文化したものである。関連遺跡とは、払田柵跡の実態解明には不可欠な「雄勝

城」をはじめ、附属寺院・官衙・集落・生産施設・墓地等である。具体的な調査は、平成17年度の実

地踏査に始まり、雄勝郡・旧平鹿郡のうち羽後町と横手市雄物川町を対象とした。この地区には８世

紀代の古墳・須恵器窯跡・集落跡が集中する。平成17・18年度の踏査を経て、平成19年度に横手市雄

物川町造山地区で試掘調査を実施した。以後、造山地区では平成21・23～28年度及び令和元・３・４年度

に試掘調査を行った（第12図）。

　令和元年度は、周知の遺跡である貒袋遺跡の隣接地を試掘し、溝跡３条、竪穴状遺構１基等を検出

した。溝跡のうち２条は東西方向で、10ｍの間隔で並行する。貒袋遺跡の東側に位置する東槻遺跡で

も、平成19年度の調査で並行する東西方向の溝跡２条が検出されており、両遺跡の溝跡の位置を図上

で結ぶと、10ｍ間隔で並行する溝跡がほぼ東西に延びていることが予想された。令和３年度には、貒

袋遺跡の溝跡想定地点を調査し、溝跡２条を検出した。この溝跡は、８世紀代に造成された東西道路

の側溝の可能性が考えられる。

第12図　造山地区の地形と調査地位置図
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第12図　造山地区の地形と調査地位置図
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第２節　調査の概要

　１　貒袋遺跡第３次調査
・所在地：横手市雄物川町今宿字貒袋地内　　・調査面積：Ｎ地区Ｎ-４トレンチ　２㎡

・調査期間：令和４年10月31日～11月11日　　・調査協力：造山の歴史を語る会、横手市教育委員会

　貒袋遺跡ではこれまでに幅10ｍの東西道路の側溝と推定される溝跡が４か所で検出されているが、

想定位置の１か所のみ砂礫層が堆積していて溝跡の有無を確認することができなかった。今年度は、

砂礫層の性格と溝跡の有無を確認するために、Ｎ-４トレンチ南端部を再調査した（第15図）。

　調査の結果、部分的に堆積する砂礫層は、地山の細砂質シルト層よりも下位の段丘堆積物で、倒木

痕により隆起した逆転層であることが判明した。この倒木痕の上部は周辺の細砂質シルトの地山土と

ともに削平され、その後、盛土されて現況の平坦な畑地となっている。倒木痕の形成時期は不明で、

この地点における溝跡の有無は不明という結果となった。

　２　十足馬場東遺跡
・所在地：横手市雄物川町造山字十足馬場地内・調査面積：Ｏ地区Ｏ-１トレンチ　33㎡

・調査期間：令和４年10月31日～11月11日　　・調査協力：造山の歴史を語る会、横手市教育委員会

　（１）遺跡の概要

　十足馬場東遺跡がある造山地区は、北流する雄物川の右岸に形成された標高49～51ｍの河岸段丘上

に立地する。段丘上はほぼ平坦であるが、中央部から南北になだらかに傾斜し、部分的に小規模な段

丘崖が存在する。十足馬場地区には、平成19・21年に調査した十足馬場南遺跡、令和２年に雄勝城・

駅家研究会が発掘調査し「驛長」墨書土器が出土した十足馬場西遺跡等、奈良時代の遺跡が複数存在

する。調査地は十足馬場地区の北東部で、北側が東西方向の小段丘崖となる平坦面の縁辺部である。

十足馬場地区の遺跡分布状況を確認することを目的に、周知の遺跡ではない畑地に長さ33ｍ、幅１ｍ

の南北トレンチ（Ｏ-１トレンチ）を設定した。調査後、新発見の十足馬場東遺跡として周知された。

　（２）基本層序

　Ⅰ層：耕作土（黒褐色土）、Ⅱ層：畑の床土（黒褐色土）、Ⅲ層：客土（黒色土）、Ⅳ層：地山漸

移層（暗褐色土）、Ⅴ層：地山（にぶい黄褐色土）である（第13図）。

　Ⅴ層上面の微地形は、南側が高く小段丘崖のある北側に向かって傾斜している。トレンチ北側の約

５ｍの範囲ではⅢ層、Ⅳ層が認められたが、それ以外はⅣ層ないしⅤ層まで削平が及んでいる。

　（３）検出遺構と遺物

　Ｏ-１トレンチで竪穴建物跡２棟（ＳＩ04・06）、柱穴跡３基（ＳＫＰ01・02・03）を検出し、須

恵器・土師器、刀子のほか、縄文土器、弥生土器が出土した。土器はいずれも破片である。

ＳＩ04竪穴建物跡（第13図、図版７）

　トレンチ北側でⅠ層直下のⅤ層上面で検出した。南北辺の長さが検出面で4.2ｍの方形で、床面ま

での深さは40㎝である。東西辺の長さは４～５ｍと推定される。床面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち

上がる。調査した範囲ではカマド、柱穴、壁溝等はなかった。埋土にはⅤ層土の大ブロックが多量に

含まれており、廃絶後に埋め立てたものと考えられる。遺物は出土しなかった。
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ＳＩ06竪穴建物跡（第13・16図、図版６・７）

　トレンチ中央部でⅠ層直下のⅤ層上面で検出した。南北辺の長さは検出面では2.6ｍであるが、床

面では2.2ｍである。床面までの深さは25㎝である。東西辺の長さは２～３ｍと推定される。床面は

平坦で踏みしめられて硬化している。壁は床面からほぼ垂直に立ち上がるが上部が崩落により大きく

広がっている。調査した範囲ではカマド、柱穴、壁溝等はなかった。埋土は、壁面上部の崩落による

と推定される地山土を含む黒褐色土で自然堆積である。埋土中から土師器甕（第16図１・２）、刀子

（第16図３）が出土した。

ＳＫＰ01柱穴跡（第13・14図、図版７）

　トレンチ南端付近でⅠ層直下のⅤ層上面で検出した。平面形は端部が丸い一辺約60㎝の三角形に近

い形で、深さは50㎝である。底面は平坦であるが、壁の中央部に段があり、上部が一回り大きい。平

面、断面の形状と埋土から、柱穴の一部を掘り返して柱を引き抜いたものと推定される。トレンチ外

の他の柱穴とともに掘立柱建物跡を構成する柱穴と推測される。遺物は出土しなかった。

ＳＫＰ02柱穴跡（第13・14図、図版７）

　トレンチ北端付近でⅢ層直下のⅣ層上面で検出した。平面形は直径約55㎝の円形で、深さは56㎝で

ある。底面は平坦で壁はほぼ垂直に立ち上がる。埋土中に柱の痕跡はなく、地山土が多く混じる黒褐

色土が層状に堆積していることから、本遺構全体が柱を抜き取るために掘り返した痕跡で、抜き取り

後に埋め立てたものと推定される。遺物は出土しなかった。

ＳＫＰ03柱穴跡（第13・14図、図版７）

　トレンチ北端付近でⅢ層直下のⅣ層上面で検出した。平面形は直径約60㎝の円形で、深さは44㎝で

ある。底面は平坦であるが、壁の中央部の一部に段があり、上部が一回り大きい。平面、断面の形状

と埋土から、柱穴の一部を掘り返して柱を引き抜いたものと推定される。遺物は出土しなかった。

ＳＫＰ02・03は２ｍ40㎝（８尺）の間隔で南北に並び、ＳＩ04・06竪穴建物跡の壁とも方向が一致す

る。

遺構外出土遺物（第16図、図版６）

　第16図４は小型の須恵器坏で、胴部下端に回転ヘラケズリ調整が施されている。６は縄文後期、７は

弥生後期の土器破片である。

第３節　小結

　貒袋遺跡第３次調査では、道路側溝と推定される溝跡の有無について判別不能であった。

　十足馬場東遺跡の調査では、竪穴建物跡２棟、柱穴跡３基を検出し、奈良時代の土師器・須恵器が

出土したことにより、新たな奈良時代集落跡の発見となった。十足馬場地区北側の東西方向に延びる

小段丘崖付近では、小段丘崖の高低差を利用した土塁や溝等の区画施設は検出されなかった。これま

での調査結果から、本遺跡、十足馬場南遺跡、十足馬場西遺跡、十足馬場北遺跡を結ぶ十足馬場地区

の平坦面全体に、主軸方向が同一の竪穴建物跡や掘立柱建物跡が多数存在している可能性が高まっ

た。
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第 14 図　十足馬場東遺跡ＳＫＰ01 ～ 03 柱穴跡平面図・断面土層図

第 15 図　貒袋遺跡Ｎ-４トレンチ平面図・断面土層図
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1　10YR2/2　黒褐色シルト
　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂20%
　　　　　　　　 地山土由来の暗褐色土15%
2　10YR3/2　黒褐色シルト
　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂10%
　　　　　　　　 地山土由来の暗褐色土30%
3　10YR5/3　にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　 粘性強　しまり強　細砂10%
　　　　　　　　 地山土ブロック(径30mm以下)30%
4　10YR4/2　灰黄褐色シルト
　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂10%
　　　　　　　　 地山土ブロック(径10mm以下)30%

ＳＫＰ02

S N

１

２３
４

５
６

50.50m
S N

1　10YR2/3　　黒褐色シルト
　　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂20%
　　　　　　　　　 地山土ブロック(径30mm以下)30%
2　10YR1.7/1　黒色シルト
　　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂20%
　　　　　　　　　 地山土由来の暗褐色土10%
3　10YR3/4　　暗褐色シルト
　　　　　　　　　 粘性弱　しまり強　細砂30%
　　　　　　　　　 ブロック状に崩壊した地山土に暗褐色土15%
4　10YR2/3　　黒褐色シルト
　　　　　　　　　 粘性中　しまり中　細砂30%
　　　　　　　　　 地山土ブロック(径50mm以下)40%
5　10YR3/4　　暗褐色シルト
　　　　　　　　　 粘性弱　しまり中　細砂30%
　　　　　　　　　 地山土に黒褐色土20%
6　10YR2/2　　黒褐色シルト
　　　　　　　　　 粘性弱　しまり中　細砂30%
　　　　　　　　　 地山土由来の暗褐色土10%

ＳＫＰ03

N S

１
２

３

N S
50.50m

1　10YR2/2　黒褐色シルト
　　　　　　　　 粘性中　しまり弱
　　　　　　　　 地山土由来の暗褐色土20%
2　10YR3/2　黒褐色シルト
　　　　　　　　 粘性中　しまり弱
　　　　　　　　 地山土ブロック(径100mm以下)40%
3　10YR5/4　にぶい黄褐色シルト
　　　　　　　　 粘性弱　しまり中　細砂40%

①

②

③

④

③

Ⅴ

⑤

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱe

Ⅱf

Ⅱl

Ⅴ Ⅵ ③ ③
③

Ⅱl　10YR5/4　にぶい黄褐色細砂　　粘性弱　　しまり中　暗褐色シルト30%
  　　　　　黒褐色土をブロック状に20%
 Ⅵ　2.5Y4/6　 オリーブ褐色細砂　　 粘性なし　しまり強　黄褐色シルト40%
 ①　2.5Y5/4　 黄褐色中砂　　　　　　粘性なし　しまり強　黄褐色シルト10%
  　　　　　倒木痕の逆転層
 ②　2.5Y5/3　 黄褐色砂礫　　　　　　粘性なし　しまり強　粗砂60%
  　　　　　円礫(径50mm以下)40%
  　　　　　倒木痕の逆転層
 ③　2.5Y3/3　 暗オリーブ褐色砂礫　粘性なし　しまり中
  　　　　　暗褐色～黒褐色シルト20%　粗砂50%
  　　　　　円礫(径20mm以下)30%
  　　　　　倒木痕の逆転層
 ④　2.5Y4/2　 暗灰黄色砂礫　　　　 粘性なし　しまり中　暗褐色シルト20%
  　　　　　中砂50%　円礫(径20mm以下)30%
  　　　　　倒木痕の逆転層
 ⑤　2.5Y4/3　 オリーブ褐色砂礫　　 粘性なし　しまり中　暗褐色シルト10%
  　　　　　粗砂50%　円礫(径30mm以下)40%
  　　　　　倒木痕の逆転層

令和３年度調査範囲

第15図　貒袋遺跡Ｎ-４トレンチ平面図・断面土層図

第14図　十足馬場東遺跡ＳＫＰ01 ～ 03柱穴跡平面図・断面土層図
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第 16 図　関連遺跡調査出土遺物実測図

10cm０

5cm０

４

５

６

７

１

２

３

遺構 層位等 外面 内面 底面

2 1 SI04 埋土中 土師器 甕
口縁～頸部：ヨコナデ

胴部：縦方向ハケ目の痕跡
口縁～頸部：ヨコナデ
胴部：横方向ハケ目

－ (14.6) － － 24.9 

3 2 SI04 埋土中 土師器 甕
胴部：縦方向ハケ目

下部：横方向ヘラケズリ
縦方向ハケ目 木葉痕→ナデ － (6.5) － 25.9 

4 3 SI04 埋土中 鉄製品 刀子 － － － － － － 17.5 

5 4 遺構外
O-1トレンチ

1層下
須恵器 坏

口縁～胴部：ロクロヨコナデ
下部：回転ヘラケズリ

ロクロヨコナデ （回転ヘラケズリ） (13.8) － － 8.5 

1 5 遺構外
N-4トレンチ南端

排土中
土師器 甕 横方向ハケ目→一部縦方向ハケ目 横方向ハケ目 － － － － 21.5 

6 6 遺構外
O-1トレンチ

1層下
縄文土器 － － － － － － － 2.6 

7 7 遺構外
O-1トレンチ

1層下＋排土中
弥生土器 － － － － － － － 5.3 

出土地点・層位 調整等
実測№ № 種別 器種

口径
（㎝）

底径
（㎝）

器高
（㎝）

重量
（g）

第16図　関連遺跡調査出土遺物実測図

№
出土地点・層位

種別 器種
調整等 口径 

（㎝）

底径 

（㎝）

器高 

（㎝）

重量 

（g）遺構 層位等 外面 内面 底面

1 SI06 埋土中 土師器 甕
口縁～頸部：ヨコナデ

胴部：縦方向ハケ目の痕跡

口縁～頸部：ヨコナデ

胴部：横方向ハケ目
－ (14.6) － － 24.9

2 SI06 埋土中 土師器 甕
胴部：縦方向ハケ目

下部：横方向ヘラケズリ
縦方向ハケ目 木葉痕→ナデ － (6.5) － 25.9

3 SI06 埋土中 鉄製品 刀子 － － － － － － 17.5

4 遺構外
O-1トレンチ

1層下
須恵器 坏

口縁～胴部：ロクロヨコナデ

下部：回転ヘラケズリ
ロクロヨコナデ （回転ヘラケズリ） (13.8) － － 8.5

5 遺構外
N-4トレンチ南端

排土中
土師器 甕 横方向ハケ目→一部縦方向ハケ目 横方向ハケ目 － － － － 21.5

6 遺構外
O-1トレンチ

1層下
縄文土器 － 平行沈線文 － － － － － 2.6

7 遺構外
O-1トレンチ

1層下＋排土中
弥生土器 － LR縄文・縦回転施文 － － － － － 5.3
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図
版
７

１　十足馬場東遺跡
　近景
　（北西から）

２　十足馬場東遺跡
　Ｏ-５トレンチ
　遺構検出状況
　（北から）
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第５章　調査成果の普及と関連活動

第１節　普及事業

　今年度は、第156次調査期間中に「あおぞら講座・遺跡見学会」を開催した。後藤宙外採集考古資

料の目録作成、過年度出土縄文土器の再整理を継続し、第７号漆紙文書の接合を行った。日常業務と

してホームページの更新、資料貸し出し（３件）、問合せ対応（７件）等を行った。

（１）あおぞら講座・遺跡見学会　７月24日（日）　参加者30名

　　あおぞら講座「史跡払田柵跡－まもなく調査50年－」及び「払田柵跡第156次調査遺跡見学会」

　を現地（屋外）で開催した。

（２）後藤宙外採集考古資料目録の作成

　　昨年度に引き続き全点の種別、注記、梱包状況等について調査し、一覧表を作成した。その後、

　後藤家から美郷町に寄贈された。

（３）過年度出土縄文土器の再整理

　　未整理の縄文土器について、令和元・３年度に引き続き、選別と接合・採拓・実測を行った。

（４）第７号漆紙文書の接合

　　第７号漆紙文書は未接合の細片が多く残っていたが、近畿大学文芸学部鈴木拓也教授による調査

　と接合作業の結果、ほぼ原形に近い形にまで接合された（本書附編に掲載）。

（５）資料貸し出し

　　大仙市　大仙市払田柵総合案内所常設展示遺物　（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

　　横手市教育委員会　 令和４年度第２回雄物川郷土資料館特別展「『雄勝村』の土器－雄勝城時代

の土器と造山遺跡群－」　（令和４年７月20日～11月11日）

　　志波城古代公園　　「北東北４城柵ネットワーク展」　（令和４年８月30日～９月30日）

第２節　関連活動

（１）後三年合戦美郷プロジェクト　講演会　令和４年６月11日（土）　美郷町公民館

　　講演「元慶の乱の『流霞道』を美郷町で考える」

（２ ） 秋田県歴史研究者・研究団体協議会「春の歴史フォーラム」　令和４年６月18日（土）　秋田市

民交流プラザ

　　講演「払田柵跡研究の現状と課題－まもなく調査50年－」

（３） 大仙市仙北史談会学習会　令和４年６月24日（金）　仙北ふれあい文化センター、令和５年３月

９日（木）　埋蔵文化財センター　

　　報告「払田柵跡第155次調査」、報告「払田柵跡第156次調査」・企画コーナー展の展示解説

（４） 横手市教育委員会　第11回令和４年度後三年合戦沼柵公開講座「『雄勝村』の土器－雄勝城時代

の土器と造山遺跡群－」　令和４年８月７日（日）　雄物川コミュニティセンター
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　　講演・資料・動画配信「貒袋遺跡の道路跡」

（５ ） 谷地薫「払田柵跡研究の現状と課題－まもなく調査50年－」『秋田歴研協会誌』第78号　令和４年

９月20日刊　秋田歴史研究者・研究団体協議会

（６） 払田柵跡環境整備40周年記念シンポジウム「史跡整備と活用を考える」　令和４年９月７日

（水）　大仙市民会館小ホール

　　第二部「払田柵跡の探求」のコーディネーターを務めた。（動画配信）

（７）六郷登山協会文化講演会　令和４年９月17日（土）　国之誉ホール

　　講演「黒森越えの道－平安時代に二千人の軍勢が・・・？－」

（８）埋蔵文化財センター　パンフレット「史跡払田柵跡」　令和４年９月刊　製作協力

（９）史跡の里づくり委員会　払田柵再現事業「よみがえる平安の柵」　令和４年10月17日（月）

　　高梨小学校・横堀小学校の５・６年生計102名に払田柵跡の概要を解説した。

（10 ） 横手市里見公民館講演会　「雄勝城に浪漫を求めてⅣ－雄勝城造山説の提示と試掘調査結果速報－」

令和４年12月４日（日）　里見公民館

　　報告「十足馬場東遺跡（仮）・貒袋遺跡の速報」

（11 ）埋蔵文化財センター　令和４年度第８回金曜講座　令和５年１月６日（金）　埋蔵文化財センター

　　講演・動画配信「払田柵跡とは何か」

（12 ） 埋蔵文化財センター　企画コーナー展Ⅲ「払田柵跡と古代遺跡」　令和５年１月14日（土）～３月

21日（金）　埋蔵文化財センター特別展示室　制作協力

（13 ） 埋蔵文化財センター　第３回出張展示「あきた遺跡発掘最前線2022」　令和５年３月３日（金）～

３月14日（火）　秋田県立図書館

　　展示「払田柵跡第156次調査」

（14 ） 埋蔵文化財センター　令和４年度秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会　令和５年３月４日（土）　

秋田県生涯学習センター

　　報告・資料「史跡払田柵跡第156次調査・十足馬場東遺跡」

（15）大仙市　史跡払田柵跡環境整備審議会　令和５年３月24日（金）

第３節　史跡払田柵跡の現状変更

　令和４年度の現状変更・申請は第156次調査及び環境整備事業関連を除くと３件で、大仙市又は美

郷町教育委員会の職員とともに立ち会い、状況を確認した。

第４表　現状変更一覧表

№ 申請者 申請地 申請理由 申請年月日 許可年月日 対応年月日

１
宗教法人
高梨神社

大仙市払田
字真山 姥杉後継樹植樹 令和３年６月11日 令和３年７月16日 令和４年７月６日

２
美郷町教育委
員会教育長

美郷町本堂
城回字百目木

住宅改築の現状
変更の可否判断 令和４年６月30日 令和４年７月22日 令和４年９月16日

３ 個人 美郷町本堂
城回字百目木 既存住宅の改築 令和４年11月14日 令和４年12月16日 令和５年１月18日
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払田柵跡調査事務所要覧

１　組織規定

　　　秋田県教育委員会行政組織規則　（昭和六十一年三月二十六日　秋田県教育委員会規則第四号）
　　（生涯学習課の分掌事務）
　第八条　生涯学習課の分掌事務は、次のとおりとする。
　　（略）
　　十三　払田柵跡調査事務所に関すること。
　　（略）
　２ 　生涯学習課文化財保護室は、前項第六号に掲げる事務のうち文化財の保護に関すること及び同

項第九号から第十四号までに掲げる事務を分掌する。
　　（払田柵跡調査事務所）
　第十三条　払田柵跡調査事務所の名称及び位置は、次のとおりとする。

名称 位置
 秋田県教育庁払田柵跡調査事務所  大仙市

　２　払田柵跡調査事務所の分掌事務は、次のとおりとする。
　　一　史跡払田柵跡の発掘及びこれに伴う出土品の調査研究に関すること。
　　二　史跡払田柵跡の環境整備に関すること。
２　職員

職 氏　名 備　考
(兼)所長 磯村　　亨 本務　埋蔵文化財センター所長
(兼)副主幹(兼)総務班長 川本健太郎 本務　埋蔵文化財センター副主幹(兼)総務班長
(兼)副主幹 高橋　皇司 本務　埋蔵文化財センター副主幹
(兼)主任 皆川　　哲 本務　埋蔵文化財センター主任
文化財主査(兼)調査班長 谷地　　薫 (兼)　埋蔵文化財センター文化財主査
(兼)文化財主査 髙橋　和成 本務　埋蔵文化財センター文化財主査

３　史跡払田柵跡調査指導委員会

　　 　史跡払田柵跡調査指導委員会設置要綱　（平成17年４月１日）
　　（略）
　２　設置
　 　史跡払田柵跡の調査研究等の事業を適正に実施するため、史跡払田柵跡調査指導委員会（以下、
「委員会」）を置く。

　　（略）
　４　組織
　 　委員会は、委員４名をもって組織し、考古学・古代史等の専門的知識を有する者のうちから、秋
田県教育委員会教育長が委嘱する。

　　（略）
史跡払田柵跡調査指導委員名簿

氏　名 現　職　等 専門分野
委 員 新野　直吉 秋田大学名誉教授・秋田県立博物館名誉館長 古代史
委 員 黒崎　　直 富山大学名誉教授 考古学
委 員 熊田　亮介 秋田大学名誉教授 古代史
委 員 村田　晃一 宮城県教育庁文化財課技術主査 考古学
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払田柵跡調査事務所の沿革

　　年  月 事　項
昭和 49. 4 「秋田県払田柵跡調査事務所」を仙北町公民館（高梨字田茂木）内に設置。

    第１次５年計画の調査を開始。第２次調査（外郭北門跡）を実施（昭和５年文部省による調査を第

１次とする）。

  49. 8  調査・研究の適正な実施を図るため、顧問２名を委嘱して指導体制を確立。顧問には秋田大学教授

新野直吉氏（調査指導委員として現在に至る）、宮城県多賀城跡調査研究所長岡田茂弘氏を委嘱。

  50. 6  岡田茂弘氏の文化庁転出に伴い、宮城県多賀城跡調査研究所長氏家和典氏に顧問を委嘱（昭和52年

度まで）。

  50.10 第７次調査（外柵南門跡北側）で「嘉祥二年」等と記された第４・５号木簡が出土。

  52. 5 第12次調査で政庁正殿跡を検出。

  54. 4  事務所を史跡内の払田字館前100番地にある独立した建物内に移設。第２次５年計画の調査を開始。

  55. 3 第６回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。

  56.10 秋田県埋蔵文化財センター開設に伴い、事務所も同所内に移転、現在に至る。

  57. 8 常陸宮殿下・同妃殿下が政庁跡を視察される。

  57.11 第49次調査でホイド清水（ＳＥ550）から絵馬が出土。

  58. 6  国立歴史民俗博物館教授岡田茂弘氏に再び顧問を委嘱する（調査指導委員として令和元年度まで）。

  59. 4 第３次５年計画の調査を開始。

  59. 5 第55次調査で外郭南門跡を検出。４時期であることを確認。

  60. 3 正報告書第１集『払田柵跡Ⅰ－政庁跡－』を刊行。

  61. 4 事務所の名称を「秋田県教育庁払田柵跡調査事務所」と改称する。

  61. 5 第65次調査で外郭南門跡に接続する石塁を検出。古代東北城柵遺跡では唯一。

  62. 5 第68次調査で外郭東門跡を検出。

  63. 6 史跡の追加指定及び一部解除により、指定面積が894,618.64㎡となる。

平成 元. 1  第73次調査で出土した外柵材木塀の角材３本を年輪年代測定し、最外年輪測定年代が西暦801年と特

定されたことにより、外柵の設置年代すなわち城柵の創建がこの頃であることが確実となった。

  元. 4 第４次５年計画の調査を開始。

  元. 8 第81次調査で外郭西門跡の柱掘形を検出し、外柵・外郭線の８門跡を全て確認。

  4. 7 第92次調査で、外柵南門西側に外柵材木塀が当初から設置されず開口する箇所があることを確認。

  5. 7  第94次調査で外郭南門東方建物の柱掘形から「小針□公調米五斗」と記された第33号木簡が出土。

  6. 3  仙北町、千畑町の国土調査施行により、指定面積が899,380.97㎡となる。

  6. 4 第５次５年計画の調査を開始。

  7. 2  第21回古代城柵官衙遺跡検討会を仙北町で開催。特集テーマ「払田柵跡発掘20年の成果から－城柵

研究の新たな視点を求めて－」。

  7. 3 『払田柵を掘る－払田柵跡調査20周年記念誌－』刊行。

  8. 4 区画施設の名称を変更する。

  8. 9  第107次調査（外郭北門跡東側）で、木道に転用されていた角材が上下端とも残存し、全長4.6ｍで

あったことから、外郭材木塀の高さが約3.6ｍと判明。

  11. 3 正報告書第２集『払田柵跡Ⅱ－区画施設－』を刊行。

  11. 4 第６次５年計画の調査を開始。長森西側を主な調査対象地とする。
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  13. 9  第119次調査（長森西端部）で、緩斜面地を段状・平坦に整地した面に鍛冶・鋳造関係の工房跡が複

数存在することが判明。「出羽」「男賀凡酒坏」等と刻書された土器も出土。

  14. 4 事務所に班制を施行。調査班、総務班となる。

  15.10  第122次調査（長森中央西側）で瓦質土器、「宮城郷」「請稲」等と記された第６号漆紙文書が出土。

  16. 4  第７次５年計画の調査を開始。真山地区を調査対象区に組み入れ、初めて「払田柵跡関連遺跡の現

況調査」を明文化。

  16. 9 第125次調査（真山の丘陵部）で初めて古代の火葬墓を検出。

  17. 4  調査研究等の事業を適正に実施するため「史跡払田柵跡調査指導委員会」を設置し、顧問の２名、

富山大学人文学部教授黒崎直氏（現在に至る）、秋田大学教育文化学部長熊田亮介氏（現在に至る）

の４名に委員を委嘱。

  19.11  関連遺跡の試掘調査として横手市雄物川町造山地区を試掘。８世紀代の集落遺跡（十足馬場南遺

跡）を新発見。

  20. 7  関連遺跡の内容確認調査として横手市町屋敷遺跡において「稲倉跡」とも推測される大型の総柱掘

立柱建物跡を検出。時期は９世紀後半。

  21. 3 正報告書第３集『払田柵跡Ⅲ－長森地区－』を刊行。

  21. 4 第８次５年計画の調査を開始。沖積地部を主な調査対象地とする。

  21. 5 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として、第139次調査（外郭線北西部）を実施。

  21.11  関連遺跡の調査で、造山遺跡から８世紀中頃から後半の竪穴建物跡を検出。カマドの構造から坂東

を出自とする集団による移民集落の住居跡か。

  22. 8 「秋田県重要遺跡調査事業」の一環として、能代市大館跡の調査を実施。

  23.11 関連遺跡の調査で、造山Ⅲ遺跡を新発見。

  24.11 関連遺跡の調査で、蝦夷塚北遺跡を新発見。

  25. 8  第146次調査（外郭南門東側）で、第94次調査以来のＳＢ1058掘立柱建物跡の全容を確認。大路西建

物西側沖積地が広く盛土造成されていることを確認。

  26. 4 第９次５年計画の調査を開始。長森南側の沖積地を主な調査対象地とする。

  26. 8 払田柵跡調査40周年記念講演会を開催。

  26. 9 『払田柵跡調査40周年記念　払田柵跡－発掘調査のあゆみ－』を刊行。

  27. 8 第149次調査で、長森南側の丘陵裾部直下に土器焼成遺構を確認。

  29. 8  第151次調査（外柵域南部）で「秋田城」「小勝城」「大目岡本」等と記された第７号漆紙文書が出

土。秋田城と小勝（雄勝）城が同一の文書に記載された文書は初見。

令和 元. 6 第10次５年計画の調査を開始。長森南側の丘陵裾部の沖積地を継続。

  元.11  関連遺跡の調査として実施した貒袋遺跡で、８世紀代の出土遺物、道路側溝の可能性のある溝跡、

坩堝が出土した竪穴状遺構を検出。

  2. 2 第46回古代城柵官衙遺跡検討会を大仙市で開催。特集テーマ「未発見城柵の調査・研究の現状」。

  2. 4 宮城県教育庁文化財課技術主査村田晃一氏（現在に至る）に調査指導委員を委嘱。

  2. 9  第154次調査で、外郭南門付近から外郭線材木塀と並行して続く溝跡が、真山と長森の間を流れる小

河川跡に接続することを確認。

  3. 9 第155次調査で、真山と長森の間の沖積地において創建期の竪穴建物跡を検出。

  4.11 関連遺跡調査で、十足馬場東遺跡を新発見。
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第６図　第７号漆紙文書写真（Ｂ面全体赤外線）

第７図　第７号漆紙文書写真（Ｂ面部分赤外線）

１行目１行目Ａ面反転２行目４行目５行目

5cm０

⑤ ④ ③ ② ①

第７図　第７号漆紙文書写真(Ｂ面部分赤外線）

第６図　第７号漆紙文書写真(Ｂ面全体赤外線）
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第４図　第７号漆紙文書Ｂ面実測図と釈文第５図　第７号漆紙文書写真
（Ａ面破片接合状態）
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文
〕

Ｂ
面
（
漆
付
着
面
）

　×

□
□
□
□
□
□×

　
　×

□

□

□

□

×

　
　
　
□

×

従
□
位
上
□
部

　
　×

□
□
□
連

〔
八
カ

〕

〔
公
カ

〕

5cm０

10cm０

第５図　第７号漆紙文書写真
　　　　(Ａ面破片接合状態)

第４図　第７号漆紙文書Ｂ面実測図と釈文
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第２図　第７号漆紙文書写真（Ａ面全体赤外線）

第３図　第７号漆紙文書写真（Ａ面部分赤外線）

３・４行目下端５・６行目下端６・７行目

5cm０

④ ③ ②

第３図　第７号漆紙文書写真(Ａ面部分赤外線）

第２図　第７号漆紙文書写真(Ａ面全体赤外線）
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第１図　第７号漆紙文書Ａ面実測図と釈文
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□
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岡
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□
□×

×

田
城
兵
粮
追
□×

×

□
廿
□
束
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□
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〔
収
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第１図　第７号漆紙文書Ａ面実測図と釈文
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以
て
戍
と
為
し
、
兵
士
鎮
兵
一
人
も
置
く
こ
と
な
し
。
仍
り
て
諸
郡
を
し
て

勇
敢
な
る
者
を
進
め
し
む
。
但
し
鎮
兵
は
、
旧
よ
り
長
上
の
料
あ
り
、
調
練

に
煩
ひ
な
し
。
兵
士
は
只
番
上
の
粮
を
給
ひ
、
教
習
に
妨
げ
あ
り
。
是
に
由

り
て
、
兵
士
千
人
に
長
上
の
粮
を
給
ひ
、
一
府
二
城
に
配
戍
し
て
、
以
て
非

常
に
備
へ
む
。
請
ふ
ら
く
は
三
箇
年
将
に
許
聴
を
蒙
ら
む
こ
と
を
。

　
第
七
号
漆
紙
文
書
Ａ
面
に
み
ら
れ
る
「
秋
田
城
兵
粮
」
が
、
こ
の
史
料
に
見

え
る
兵
士
・
鎮
兵
の
粮
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
臨
時
に
徴
発
さ
れ

た
兵
に
対
し
て
支
給
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
秋
田
城
」
「
小
勝

城
」
「
（
出
羽
）
団
」
を
記
す
本
文
書
が
、
「
一
府
二
城
」
体
制
の
解
明
に
大
き

く
寄
与
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
今
後
の
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
と
思
う
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
科
学
研
究
費
「
東
ア
ジ
ア
古
代
都
城
と
都
市
網
の
宗
教
空
間
に
関
す
る

総
合
的
・
比
較
史
的
研
究
」
（
基
盤
研
究
Ａ
・
研
究
代
表
者 
網
伸
也
）
に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）
奈
良
文
化
財
研
究
所
『
木
簡
庫
』https://m

okkanko.nabunken.go.jp/ja/

　
　6AAID

I67000127

（
２
） 

宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
一
　
正
集
巻
一
〜
二
一
』

（
八
木
書
店
、
一
九
八
八
年
）
七
六
頁
（
正
集
巻
六
）
。

（
３
）
『
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報
一
九
九
一
』
（
一
九
九
二
年
）
三
二
頁
、

『
青
森
県
史
　
資
料
編
　
古
代
２
　
出
土
文
字
資
料
』
（
二
〇
〇
八
年
）
二
〇
八

頁
・
二
三
三
頁
。

（
４
）
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
六
月
二
十
六
日
乙
酉
条
に
、
「
出

羽
国
団
司
」
が
み
え
る
。
こ
れ
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
・
増
補
六
国
史
（
朝
日

本
）
と
も
に
、
底
本
の
「
出
羽
団
国
司
」
を
意
改
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

に
改
め
る
理
由
は
な
く
、
底
本
の
「
出
羽
団
国
司
」
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
「
出

羽
団
」
と
い
う
軍
団
を
管
轄
す
る
国
司
の
意
味
で
あ
る
。
鈴
木
拓
也
「
古
代
出
羽
国

の
軍
制
」
（
同
『
古
代
東
北
の
支
配
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出

一
九
九
二
年
）
九
四
〜
九
五
頁
。

（
５
）
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
六
月
辛
酉
条
、
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二

年
（
八
一
一
）
七
月
辛
酉
条
、
『
日
本
紀
略
』
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
二
月
十
八
日

甲
戌
条
。

（
６
）
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
三
月
二
十
六
日
甲
戌
条
（
後
掲
）
。

（
７
）
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
六
月
二
十
六
日
乙
酉
条
。

（
８
） 

秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
『
払
田
柵
跡
調
査
四
〇
周
年
記
念
　
払

田
柵
跡
―
発
掘
調
査
の
あ
ゆ
み
―
』
（
二
〇
一
四
年
）
一
八
〜
一
九
頁
。
鈴
木
拓
也

「
古
代
東
北
の
城
柵
と
出
土
文
字
資
料
」（
『
木
簡
研
究
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
）

二
九
二
〜
二
九
三
頁
。

（
９
） 

三
上
氏
は
こ
の
見
解
を
、
『
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
二
〇
一
八
』
の
ほ

か
、
「
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
払
田
柵
の
機
能
」
（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

究
報
告
』
二
三
二
、
二
〇
二
二
年
）
に
お
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

（
10
） 

茨
城
県
教
育
財
団
『
常
磐
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
５
　
鹿

の
子
Ｃ
遺
跡
漆
紙
文
書
―
本
文
編
―
』
（
一
九
八
三
年
）
一
一
三
〜
一
一
四
頁

（
二
一
一
号
文
書
）
。

（
11
）
鈴
木
拓
也
「
払
田
柵
と
雄
勝
城
に
関
す
る
試
論
」
（
同
『
古
代
東
北
の
支
配
構

造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
九
七
年
）
。

（
12
）
三
上
喜
孝
「
出
土
文
字
資
料
か
ら
み
た
払
田
柵
の
機
能
」
（
注
（
９
）
前
掲
）
。

（
13
）
鈴
木
拓
也
「
古
代
出
羽
国
の
軍
制
」
（
注
（
４
）
前
掲
）
の
考
察
結
果
に
よ
り
、

原
文
の
「
或
」
を
「
戍
」
に
、
「
好
」
を
「
妨
」
に
改
め
た
。
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署
が
書
か
れ
て
い
な
い
公
文
書
の
案
文
と
み
れ
ば
不
自
然
で
は
な
い
。
こ
の
見
解

は
、
今
回
４
行
目
が
「
□
部
」
で
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
補
強
さ
れ
た
と
言
え
る
。
Ａ
面
と
Ｂ
面
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
も
、
三
上
氏

が
指
摘
す
る
通
り
で
、
Ｂ
面
が
文
書
の
案
文
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｂ
面
が
先
に
書
か

れ
、
そ
れ
が
不
要
に
な
っ
た
後
、
そ
の
裏
面
が
帳
簿
（
Ａ
面
）
と
し
て
二
次
利
用

さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

四　

第
七
号
漆
紙
文
書
と
「
一
府
二
城
」

払
田
柵
跡
で
は
、
今
ま
で
に
「
小
勝
」
と
記
す
墨
書
土
器
が
七
点
出
土

し
て
い
る
。
「
小
勝
」
だ
け
な
ら
雄
勝
郡
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
文
書
で
発

見
さ
れ
た
文
字
は
「
小
勝
城
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
文
献
に
見
え
る
「
雄
勝
城
」
を

指
す
こ
と
は
疑
い
な
い
。
出
土
文
字
資
料
と
し
て
は
、
本
文
書
の
「
秋
田
城
」
と

同
じ
く
、
初
の
発
見
で
あ
る
。
「
団
」
も
出
羽
団
と
す
れ
ば
初
の
発
見
と
な
る
。

払
田
柵
跡
が
雄
勝
城
跡
か
否
か
は
、
最
初
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
一
九
三
〇

年
以
来
、
実
に
九
〇
年
以
上
に
及
ぶ
議
論
で
あ
る
。
近
年
は
九
世
紀
初
頭
に
雄
勝

郡
内
か
ら
山
本
郡
内
に
移
転
し
て
き
た
第
二
次
雄
勝
城
と
す
る
見
解
が
有
力
に
な

っ
て
お
り
、
私
も
二
六
年
前
か
ら
こ
れ
を
主
張
し
て
い
る
）
11
（

。
払
田
柵
跡
か
ら
「
小

勝
城
」
を
記
し
た
漆
紙
文
書
が
出
土
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
発
見
で
あ
る
が
、
本

文
書
は
雄
勝
城
説
の
決
定
的
証
拠
と
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。
「
小
勝
城
」
の

ほ
か
に
「
秋
田
城
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
作
成
主
体
と
作
成
場
所
が
不
明

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

　
第
七
号
漆
紙
文
書
Ａ
面
が
ど
こ
で
誰
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
か
は
、
難
し
い
問

題
で
あ
る
。
Ａ
面
は
払
田
柵
で
Ｂ
面
の
反
故
を
利
用
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
れ

ば
、
払
田
柵
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
を
説
明
し
や
す
い
。
し
か
し
記
載
内
容
を
み

て
み
る
と
、
「
秋
田
城
」
と
「
小
勝
城
」
が
並
列
の
関
係
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ

の
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
出
羽
国
府
で
あ
る
城
輪
柵
で
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

今
回
、
「
（
出
羽
）
団
」
の
記
載
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
可
能
性
は

よ
り
高
ま
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
う
考
え
る
場
合
、
な
ぜ
こ

の
漆
紙
文
書
が
払
田
柵
跡
か
ら
出
土
す
る
の
か
を
説
明
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
出

羽
国
府
に
お
い
て
表
裏
を
使
っ
た
紙
を
、
払
田
柵
に
送
付
す
る
こ
と
は
、
行
政
文

書
と
し
て
は
無
論
の
こ
と
、
反
故
と
し
て
も
想
定
し
が
た
い
か
ら
で
あ
る
。

三
上
氏
は
、
本
文
書
が
払
田
柵
（
雄
勝
城
）
に
駐
在
す
る
国
司
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
と
考
え
、
「
秋
田
城
」
と
「
小
勝
城
」
が
と
も
に
客
体
化
し
て
書
か
れ

て
い
る
こ
と
を
、
国
司
が
主
体
と
な
っ
て
作
成
し
た
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
説
明

し
て
い
る
）
12
（

。
雄
勝
城
に
駐
在
す
る
国
司
が
、
自
分
が
拠
点
と
す
る
城
柵
を
「
小
勝

城
」
と
書
く
か
ど
う
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
秋
田
城
・
雄
勝
城
よ
り
高

次
元
の
立
場
で
書
か
れ
た
文
書
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

九
世
紀
の
出
羽
国
に
は
、
国
府
・
秋
田
城
・
雄
勝
城
か
ら
な
る
「
一
府
二
城
」

と
呼
ば
れ
る
支
配
体
制
が
存
在
し
て
い
た
。
本
文
書
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る

の
は
、
「
一
府
二
城
」
の
重
要
性
と
、
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
た
財
政
運
営
の
実

態
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
わ
る
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
（
八
八
一
）
三
月

二
十
六
日
甲
戌
条
が
引
く
出
羽
国
解
（
原
漢
文
）
を
掲
げ
て
お
く
）
13
（

。

兵
士
鎮
兵
惣
べ
て
一
千
六
百
五
十
人
。
鎮
兵
六
百
五
十
人
、
人
毎
に
日
粮
一

升
六
合
を
充
て
、
二
城
を
戍ま
も

る
。
兵
士
一
千
人
、
人
毎
に
日
粮
八
合
を
充

て
、
分
ち
て
六
番
を
結
び
、
国
府
に
直
す
。
而
る
に
承
前
の
国
吏
、
健
児
を
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裏
写
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｂ
面
の
漆
は
厚
く
、
Ａ
面
か
ら
し
か
読
め
な
い
文
字

も
あ
る
の
で
、
Ａ
面
の
図
に
Ｂ
面
の
裏
写
り
（
左
文
字
）
を
入
れ
る
と
と
も
に
、

灰
色
で
表
示
し
て
、
Ａ
面
の
文
字
と
区
別
し
た
（
第
１
図
）。

以
上
が
Ａ
面
の
概
要
で
あ
る
。
施
設
名
と
し
て
「
秋
田
城
」
「
小
勝
城
」
（
雄

勝
城
）
と
「
（
出
羽
）
団
」
（
推
定
）
が
見
え
、
品
目
と
し
て
米
と
穎
稲
が
見
え

る
。
数
字
の
書
き
方
は
不
統
一
で
、
１
行
目
の
「
捌
佰
」
、
２
行
目
の
「
弐
拾

漆
」
は
大
字
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
同
筆
関
係
に
あ
る
３
行
目
の
「
五
斗
」
は
小

字
で
あ
る
。
６
行
目
は
す
べ
て
小
字
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
筆
関
係
に
あ
る
７
行

目
は
大
字
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
不
統
一
が
発
生
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
正
式
な
文
書
で
は
な
く
、
米
・
穎
稲
の
支
出
を
書
き
継
い

だ
非
公
式
な
帳
簿
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
文
書
の
作
成
主
体
・
作
成
場

所
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
Ｂ
面
の
内
容
を
見
て
か
ら
あ
ら
た
め
て
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。

　

三　

第
七
号
漆
紙
文
書
Ｂ
面
の
新
釈
文

〔
Ｂ
面
（
漆
付
着
面
）
釈
文
〕

　
１

　
　
×
□
□
□
□
□
□
×

　
２

　
　
　
× 

□ 

□ 

□ 

□
×

　
３

　 

　
　  

□

　
４

　
×
従
□
位
上
□
部

　
５

　
　
　
×
□
□
□
連

Ｂ
面
は
漆
付
着
面
で
、
読
み
取
れ
る
文
字
が
少
な
い
が
、
Ａ
面
に
裏
写
り
し
て

い
る
文
字
が
あ
る
。
Ｂ
面
か
ら
読
み
取
っ
た
文
字
は
黒
、
Ａ
面
か
ら
読
み
取
っ
て

反
転
さ
せ
た
文
字
は
灰
色
で
図
に
表
示
し
た
（
第
４
図
）
。
文
字
は
Ａ
面
よ
り
小

さ
く
細
や
か
で
、
行
間
は
広
い
。
既
発
表
の
釈
文
は
、
４
・
５
行
目
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
今
回
そ
の
前
に
三
行
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

１
行
目
の
三
文
字
目
は
「
宿
」
に
似
て
お
り
（
第
７
図
①
）
、
４
行
目
に

「
部
」
、
５
行
目
に
「
連
」
と
い
う
姓
に
関
わ
る
文
字
が
あ
る
た
め
、
「
宿

祢
」
の
可
能
性
も
考
え
た
が
、
そ
の
下
の
文
字
（
四
文
字
目
）
は
弓
偏
が
明
確

で
、
「
引
」
の
可
能
性
が
あ
る
（
第
７
図
②
）。
２
行
目
は
四
文
字
ほ
ど
確
認
で

き
る
が
、
他
の
行
よ
り
文
字
が
大
き
く
、
字
間
も
開
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
第

７
図
③
）
。
３
行
目
は
上
部
に
一
文
字
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

４
行
目
は
、
既
発
表
の
釈
文
で
は
「
□ 

□
位
　
　
□
」
と
し
て
い
た
が
、
今

回
「
位
」
の
下
に
「
上
」
を
確
認
し
た
の
で
、
「
従
」
は
読
み
切
る
こ
と
に
し

た
（
第
７
図
④
）
。
そ
の
下
の
漢
数
字
は
、
字
配
り
を
重
視
す
れ
ば
「
八
」
に

見
え
る
が
、
上
部
に
僅
か
な
が
ら
横
画
ら
し
い
墨
痕
が
二
本
見
え
て
お
り
、
こ
れ

を
重
視
す
れ
ば
既
発
表
の
釈
文
の
よ
う
に
「
六
」
が
有
力
で
あ
る
。
六
位
で
あ
れ

ば
国
司
ク
ラ
ス
で
あ
る
が
、
今
回
こ
の
人
物
が
「
□
部
」
と
い
う
部
姓
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
と
い
う
消
極
的
な
理
由
か
ら
、
八
位
の
方
が
よ
り
蓋
然
性
が
高
い

と
判
断
し
た
。
５
行
目
の
「
連
」
は
明
確
で
、
そ
の
上
の
文
字
に
つ
い
て
は
、

「
□
」
と
す
る
既
発
表
の
釈
文
の
見
解
を
踏
襲
し
た
。
た
だ
し
「
公
」
の
ほ
か

「
名
」
の
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
（
第
７
図
⑤
）
。

Ｂ
面
の
性
格
は
不
明
で
あ
る
が
、
三
上
氏
が
『
年
報
二
〇
一
八
』
で
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
「
連
」
の
下
に
文
字
が
確
認
で
き
な
い
の
は
、
署
名
部
分
に
自

〔
八
カ
〕

〔
公
カ
〕

〔
従
カ
〕

〔
公
カ
〕

〔
六
カ
〕
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斗
」
と
少
な
い
。
饗
給
（
蝦
夷
に
対
す
る
饗
宴
と
食
料
・
禄
の
支
給
）
な
ど
別

の
用
途
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
払
田
柵
跡
で
は
第
九
四
次
調
査
で
出
土
し
た
第

三
三
号
木
簡
に
見
え
る
「
調
米
五
斗
」
が
、
饗
給
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る（
８
）。
な
お
、
「
小
勝
城
」
の
上
の
点
は
、
「
小
」
の
縦
画
の
起
筆
部
分
で

あ
り
、
合
点
で
は
な
い
。
本
文
書
の
「
小
勝
」
の
字
形
は
、
払
田
柵
跡
第
九
三

次
・
第
一
〇
五
次
調
査
で
出
土
し
た
「
小
勝
」
の
墨
書
土
器
と
よ
く
似
て
い
る

（
『
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
一
九
九
二
』
一
九
九
三
年
、
『
同
一
九
九
五
』

一
九
九
六
年
）。

４
行
目
に
は
、
出
羽
国
司
の
第
四
等
官
で
あ
る
「
大
目
」
が
見
え
る
。
出
羽
大

目
の
「
岡
本
」
が
こ
の
時
に
務
め
て
い
た
の
が
行
頭
の
「
□
□
使
」
で
、
読
み
切

る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
既
発
表
の
釈
文
に
お
い
て
「
収
納
使
」
と
推
定
し

た
三
上
氏
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。
三
上
氏
は
、
こ
の
行
を
国
司
の
署
名
部
分
と

解
し
て
い
る
。
そ
の
根
拠
は
、
５
行
目
に
「（
秋
）田
城
兵
粮
」
と
い
う
２
行
目
と

同
様
の
記
載
が
あ
る
こ
と
で
、
秋
田
城
兵
粮
や
小
勝
城
料
な
ど
の
米
の
支
出
を
そ

の
つ
ど
（
た
と
え
ば
日
ご
と
に
）
記
録
し
、
そ
の
つ
ど
大
目
が
確
認
し
て
署
名
し

た
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
本
文
書
は
、
支
出
す
る
米
の
数
量

と
そ
の
費
目
を
そ
の
つ
ど
記
録
し
、
そ
れ
に
対
す
る
国
司
（
大
目
）
に
よ
る
確
認

の
署
名
が
く
り
返
し
書
か
れ
た
帳
簿
の
一
部
で
あ
る
と
い
う（
９
）。

こ
の
説
は
、
接
合
が
進
ん
だ
現
段
階
に
お
い
て
は
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
４
行
目
の
「
岡
本
」
の
下
に
複
数
の
破
片
が
接
合
し
た
結
果
、
新
た
に
二
文

字
が
現
れ
た
（
第
３
図
②
）。
墨
痕
に
合
致
す
る
姓
（
カ
バ
ネ
）
は
見
出
し
が
た

く
、
人
名
の
可
能
性
が
高
い
。
や
や
崩
れ
た
字
形
で
は
あ
る
が
、
異
筆
（
自
署
）

と
ま
で
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
５
行
目
の
「（
秋
）田
城
兵
粮
」
の
下
に
「
追
□
」

（
第
七­

二
号
文
書
）
が
接
合
し
た
こ
と
に
よ
り
、
５
行
目
の
秋
田
城
兵
粮
は
、

２
行
目
の
秋
田
城
兵
粮
に
対
す
る
追
加
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
（
第
３
図

③
）。
そ
し
て
６
・
７
行
目
が
接
続
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
１
行
目
か
ら
５
行
目

ま
で
が
同
筆
で
、
６
・
７
行
目
が
異
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
全
体
図
・
全

体
写
真
（
第
１
・
２
図
）
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
１
行
目
か
ら
５
行
目

ま
で
は
概
ね
行
書
で
あ
る
が
、
６
・
７
行
目
は
草
書
に
近
く
、
５
行
目
ま
で
と
は

明
ら
か
に
異
筆
で
あ
る
。
４
行
目
で
大
目
が
確
認
の
自
署
を
行
っ
た
と
す
る
と
、

６
行
目
か
ら
筆
跡
が
変
わ
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
「
大
目
岡
本
」
の
上
が
「
収

納
使
」
と
読
め
る
な
ら
ば
、
大
目
は
支
出
に
関
わ
っ
た
と
み
る
よ
り
は
、
収
納
に

関
わ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
行
は
、
出
挙
の
収
納
を
担
当
し
た
大
目

に
対
す
る
食
料
な
ど
の
支
給
を
記
録
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

６
・
７
行
目
は
概
ね
第
七­

三
号
文
書
に
当
た
る
。
６
行
目
の
「
廿
」
が
あ
る

部
分
は
、
第
七­

三
号
文
書
と
元
の
第
七
号
文
書
と
の
唯
一
の
接
点
で
あ
る
（
第

３
図
④
）
。
既
発
表
の
釈
文
で
は
、
６
行
目
の
四
文
字
目
を
既
に
「
□
」
と
読

ん
で
い
た
が
、
今
回
そ
の
下
に
「
三
把
」
を
接
合
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
「
束
」

と
確
定
し
た
。
「
束
」
は
「
尓
」
の
よ
う
な
字
形
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
束
」

の
崩
し
字
で
あ
る
こ
と
は
、
同
様
の
文
字
が
多
数
見
つ
か
っ
た
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡
漆

紙
文
書
の
報
告
書
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
）
10
（

。
「
束
」
「
把
」
は
穎
稲
（
イ
ネ
）
の

単
位
で
、
本
文
書
で
品
目
が
穎
稲
と
わ
か
る
の
は
６
行
目
の
み
で
あ
る
。
な
お
、

「
束
」
「
把
」
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
富
山
大
学
の
鈴
木
景
二
氏
よ
り
貴
重
な
ご

教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

６
行
目
の
「
三
」
の
右
側
（
第
３
図
③
）
と
、
７
行
目
の
「
米
□
斗
×
」
の

左
側
に
、
Ａ
面
の
行
配
り
に
合
わ
な
い
墨
痕
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
Ｂ
面
の
文
字
が

〔
束
カ
〕

〔
壱
カ
〕
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二　

第
七
号
漆
紙
文
書
Ａ
面
の
新
釈
文

〔
Ａ
面
釈
文
〕

　
１

　
　
×
団
捌
佰
□
□
×

　
２

　
秋
田
城
兵
粮
弐
拾
漆
斛
×

　
３

　
小
勝
城
料
下
米
五
斗
×

　
４

　
□
□
使
大
目
岡
本
□
□
×

　
５

　
×
田
城
兵
粮
追
□
×

　
６

　
×
□
廿
□
束
三
把
×

　
７

　
米
□
斗
×

説
明
の
便
宜
の
た
め
行
番
号
を
付
し
た
。
４
行
目
の
「
本
」
の
下
の
「
□
」
と 

５
行
目
の
下
端
（
「
追
□
×
」
）
が
第
七­

二
号
、
６
行
目
の
「
束
」
ま
で
と
７

行
目
が
第
七­

三
号
文
書
に
当
た
る
。
１
行
目
の
「
団
」
は
旧
字
の
「
團
」
、
４

行
目
の
「
岡
」
は
異
体
字
の
「

」
で
あ
る
が
、
通
例
に
従
っ
て
常
用
漢
字
に
改

め
た
。
「
壹
」
「
貳
」
も
同
様
に
「
壱
」
「
弐
」
に
改
め
た
。

１
行
目
の
「
団
」
は
、
文
字
の
上
部
を
漆
の
塊
が
覆
っ
て
い
た
が
、
そ
の
一
部

を
慎
重
に
外
し
た
と
こ
ろ
、
明
瞭
な
横
画
が
現
れ
、
「
団
」
と
判
読
で
き
た
（
第

３
図
①
）。
国
構
え
の
最
終
画
を
左
か
ら
書
か
ず
、
右
下
か
ら
左
側
に
撥
ね
て
書

い
て
い
る
が
、
同
様
の
「
団
」
の
例
と
し
て
、
平
城
宮
跡
出
土
の
文
書
軸
に
記

さ
れ
た
「
肥
後
国
第
三
益
城
軍
団
養
老
七
年
兵
士
歴
名
帳（
１
）」
、
天
平
宝
字
二
年

（
七
五
八
）
八
月
十
一
日
の
越
前
国
司
牒
に
見
え
る
「
丹
生
団（
２
）」
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
国
構
え
の
中
の
崩
し
方
は
、
多
賀
城
跡
第
六
〇
次
調
査
で
出
土
し
た
九
世
紀

中
頃
の
墨
書
土
器
「
石
□
」（３
）に

類
似
す
る
。
「
団
」
の
上
に
は
二
文
字
ほ
ど
の
欠

失
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
「
出
羽
団
」
と
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
九
世

紀
に
お
け
る
出
羽
国
の
軍
団
は
、
国
府
が
あ
る
出
羽
郡
に
置
か
れ
た
出
羽
団
の
み

で
あ
っ
た（
４
）。
「
捌
佰
」（
八
百
）
の
下
の
二
文
字
は
大
字
の
数
字
か
単
位
と
想
定
さ

れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
判
読
で
き
な
い
。
品
目
の
記
載
も
な
い
が
、
あ
る
い
は
欠

損
し
て
い
る
前
行
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

２
行
目
の
「
秋
田
城
兵
粮
弐
拾
漆
斛
×
」
は
、
既
発
表
の
釈
文
と
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
が
、
二
点
変
更
し
た
。
一
つ
は
、
既
発
表
の
釈
文
で
は
「
秋
田
城
」
の
上

に
合
点
を
想
定
し
て
い
た
が
、
「
秋
」
の
文
字
が
当
初
の
想
定
よ
り
上
に
延
び
る

と
判
明
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
合
点
が
入
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
と
判
断
し
た
（
第

３
図
①
）。
ま
た
下
端
の
「
斛
」
は
、
既
発
表
の
釈
文
で
は
「
□
」
と
し
て
い
る

が
、
精
査
の
結
果
、
読
み
切
っ
て
よ
い
と
判
断
し
た
。
「
兵
粮
」
と
い
う
用
語

は
、
古
代
東
北
で
は
征
討
・
合
戦
に
関
わ
っ
て
用
い
ら
れ
て
お
り（
５
）、
こ
れ
を
本
文

書
に
も
適
用
で
き
る
と
す
れ
ば
、
三
上
氏
が
『
年
報
二
〇
一
七
』
に
お
い
て
示

し
た
元
慶
の
乱
に
関
わ
る
兵
粮
支
出
と
い
う
想
定
も
十
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
兵
粮
米
「
弐
拾
漆
斛
」（
二
七
石
＝
二
七
〇
〇
升
）
を
、
鎮
兵
の
日
粮
一
升

六
合（６
）で
割
る
と
一
六
八
七
・
五
と
な
り
、
約
一
七
〇
〇
人
分
の
日
粮
に
相
当
す

る
。
秋
田
城
の
鎮
兵
四
五
〇
人（
７
）の
日
粮
と
仮
定
す
る
と
三
・
七
五
日
分
で
あ
る
。

３
行
目
の
「
小
勝
城
料
下
米
五
斗
×
」
の
「
米
五
」
は
、
既
発
表
の
釈
文
で

は
「
□ 
□
」
と
し
て
い
た
が
、
下
端
に
「
五
」
の
下
半
分
と
「
斗
」
を
含
む
破

片
を
接
合
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
「
米
五
斗
」
と
確
定
し
た
（
第
３
図
②
）。
秋

田
城
の
米
が
、
後
述
す
る
５
行
目
も
含
め
て
「
兵
粮
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
小
勝
城
」
の
「
料
」
と
し
て
下
さ
れ
た
米
は
兵
粮
と
は
記
さ
れ
ず
、
量
も
「
五

〔
壱
カ
〕

〔
團
カ
〕

〔
斛
カ
〕

〔
去
カ
〕〔
五
カ
〕

〔
収   

納
カ
〕

— 52（ 2 ） —

払田柵跡調査事務所年報2022



一　

再
々
釈
読
の
経
緯
と
接
合
の
状
況

第
七
号
漆
紙
文
書
は
、
二
〇
一
七
年
の
払
田
柵
跡
第
一
五
一
次
調
査
で
出
土
し

た
。
三
上
喜
孝
氏
の
釈
読
に
よ
り
、
出
土
文
字
資
料
と
し
て
初
め
て
「
秋
田
城
」

の
文
字
が
確
認
さ
れ
、
払
田
柵
と
秋
田
城
と
の
関
係
を
示
す
新
資
料
と
し
て
注
目

さ
れ
た
（
『
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
二
〇
一
七
』
二
〇
一
八
年
三
月
）
。

二
〇
一
八
年
八
月
、
私
は
大
仙
市
の
払
田
柵
跡
環
境
整
備
審
議
会
に
出
席
し
、

そ
の
翌
日
に
秋
田
県
教
育
庁
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
に
て
、
現
物
を
観
察
す
る
機

会
を
与
え
ら
れ
た
。
断
面
の
観
察
に
基
づ
い
て
、
破
片
の
並
べ
方
を
修
正
し
た
と

こ
ろ
、
同
文
書
か
ら
新
た
に
「
小
勝
城
」
の
文
字
を
発
見
し
た
。
こ
の
発
見
を
受

け
て
、
三
上
氏
に
よ
る
再
釈
読
が
行
わ
れ
、
新
た
な
釈
文
が
提
示
さ
れ
る
と
と
も

に
、
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
に
よ
っ
て
破
片
の
接
合
が
進
め
ら
れ
、
未
接
合
の
破

片
が
第
七­

二
号
・
第
七­

三
号
と
い
う
二
点
の
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
（
『
払
田

柵
跡
調
査
事
務
所
年
報
二
〇
一
八
』
二
〇
一
九
年
三
月
）
。

漆
紙
文
書
は
非
常
に
デ
リ
ケ
ー
ト
な
遺
物
で
あ
り
、
複
数
人
が
入
れ
替
わ
っ
て

調
査
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
。
し
か
し
「
小
勝
城
」
発
見
の
重
要

性
に
鑑
み
て
、
私
は
引
き
続
き
第
七
号
漆
紙
文
書
に
関
わ
る
こ
と
を
許
さ
れ
、
公

用
で
大
仙
市
を
訪
れ
る
た
び
に
、
払
田
柵
跡
調
査
事
務
所
に
て
接
合
作
業
と
釈
読

を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
第
七­

二
号
・
第
七­

三
号
文
書
を
含
む
未
接
合
の
破
片

を
、
第
七
号
文
書
本
体
に
接
合
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

Ａ
面
（
漆
が
付
着
し
て
い
な
い
面
）
か
ら
見
た
場
合
、
中
央
か
ら
右
側
に
か
け

て
広
範
囲
を
占
め
る
の
が
四
折
の
漆
紙
を
展
開
し
た
部
分
で
、
こ
れ
が
元
々
の
第

七
号
文
書
で
あ
る
（
第
１
・
２
・
５
図
）。
そ
の
下
端
か
ら
左
上
に
か
け
て
帯
状
に

並
ぶ
一
二
点
の
小
片
が
、今
回
接
合
で
き
た
部
分
で
、こ
の
中
に
は
第
七­

二
号
・

第
七­

三
号
文
書
も
含
ま
れ
る
。
第
七­

二
号
文
書
は
元
の
第
七
号
文
書
の
左
下
に

接
合
で
き
た
が
、
第
七­

三
号
文
書
は
元
の
第
七
号
文
書
と
の
接
点
が
ご
く
少
な

く
、
第
七­

二
号
文
書
の
左
側
に
別
の
破
片
を
付
け
足
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
七

号
文
書
全
体
の
左
端
に
接
合
で
き
た
。
一
部
を
欠
く
も
の
の
、
全
体
と
し
て
円
形

を
呈
し
て
お
り
、
直
径
は
約
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

接
合
が
進
ん
だ
こ
と
で
新
た
に
読
め
た
文
字
が
あ
り
、
釈
文
も
Ａ
面
が
五
行
か

ら
七
行
に
、
Ｂ
面
（
漆
付
着
面
）
が
二
行
か
ら
五
行
に
増
え
た
。
ま
た
「
秋
田

城
」
「
小
勝
城
」
に
加
え
て
、
「
出
羽
団
」
と
推
定
さ
れ
る
記
載
も
見
つ
か
っ

た
。
こ
の
た
め
『
年
報
二
〇
一
八
』
に
お
け
る
釈
文
（
以
下
、
既
発
表
の
釈
文
と

呼
ぶ
）
を
更
新
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
こ
こ
に
再
々
釈
読
と
し
て
新
た
な
釈

文
を
提
示
す
る
。
な
お
、
本
文
書
の
廃
棄
年
代
は
九
世
紀
末
と
さ
れ
る
。

払
田
柵
跡
第
一
五
一
次
調
査
出
土
第
七
号
漆
紙
文
書
の
接
合
と
再
々
釈
読

近
畿
大
学
文
芸
学
部
　
　
鈴
木
　
拓
也

附
編
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ふ り が な
所 収 遺 跡 名

ふ り が な
所 　 在 　 地

コード
北 緯 東 経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

払
ほっ

　田
た の

柵
さく

　跡
あと

秋
あき

田
た

県
けん

大
だい

仙
せん

市
し

払
ほっ

田
た

212 53-1
39度
28分
06秒

140度
32分
57秒

秋
あき

田
た

県
けん

仙
せん

北
ぼく

郡
ぐん

美
み

郷
さと

町
ちょう

本
ほん

堂
どう

城
しろ

回
まわり 434 54-1

経緯度は世界測
地系による政庁
跡での数値

【第156次調査地】
大
だい

仙
せん

市
し

払
ほっ

田
た

字
あざ

館
たて

前
まえ

20220601
～

20221118
196㎡ 史跡内容確認

調査

貒
まみ

袋
ぶくろ

遺
い

跡
せき

（第３次調査）
横
よこ

手
て

市
し

雄
お

物
もの

川
がわ

町
まち

今
いま

宿
しゅく

字
あざ

貒
まみ

袋
ぶくろ 203 60-61

39度
16分
55秒

140度
26分
06秒

20221031

～

20221111
２㎡ 保存目的内容

確認調査

十
と

足
あし

馬
ば

場
ば

東
ひがし

遺
い

跡
せき 横

よこ

手
て

市
し

雄
お

物
もの

川
がわ

町
まち

造
つくり

山
やま

字
あざ

十
と

足
あし

馬
ば

場
ば 203 60-134

39度
16分
58秒

140度
25分
55秒

20221031

～

20221111
33㎡ 遺跡分布調査

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

払　田 柵　跡
（第156次調査） 城柵跡 平安時代

溝跡　　　　　 ３条
道路跡　　　　 １条
河川跡　　　　 １条

須恵器
土師器
中世陶器 他

外郭線に並行するSＤ2154溝跡の一部
を検出。この溝跡が接続する河川跡
の位置を確認した。

貒 袋 遺 跡
（第３次調査） 集落跡 奈良時代 倒木痕　　　　 １基 土師器 ８世紀の道路側溝の推定位置で倒木

痕を検出。

十足馬場東遺跡 集落跡 奈良時代
竪穴建物跡　　 ２棟
柱穴跡　　　　 ３基

須恵器
土師器
刀子　　 他

竪穴建物跡と掘立柱建物跡の柱穴を
検出。新発見の遺跡。

要 　 約

　払田柵跡第156次調査は、第10次５年計画の４年次である。第154・155次調査に引き続き外郭西門
の南側、真山と長森に挟まれた沖積地を調査した。
　外郭線の外側に並行するＳＤ2154溝跡の一部を想定した位置で検出。この溝跡の西端が接続する
ＳＬ2211河川跡の流路の位置を確認した。調査対象地は、城柵創建期の竪穴建物跡と焼土遺構、 
９世紀末～10世紀初頭ごろの溝跡以外は遺構が希薄で利用の低調な区域と推定される。他の溝跡と
道路跡は、埋め立て土に須恵器系中世陶器壺の破片が含まれ、近世以降と推定される。
　附編として、鈴木拓也「払田柵跡第一五一次調査出土第七号漆紙文書の接合と再々釈読」を掲載
した。

　貒袋遺跡では、８世紀の道路側溝の想定位置を調査したが、倒木痕により溝跡の有無は確認でき
なかった。

　十足馬場東遺跡では、壁の方向が東西又は南北に一致する方向でそろう竪穴建物跡２棟を検出し
た。掘立柱建物跡の柱穴も同じ方向で並ぶ。主軸方向のそろう竪穴建物跡や掘立柱建物跡が多数存
在する集落跡であることが判明し、新発見の遺跡として周知された。
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